
主な記事

■真庭市消防団結団式･初出式 
■市政トピックス
■平成19年度真庭市当初予算
■読者の広場
■ぐるっと真庭まちの話題
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　『��世紀最後の巨匠』と呼ばれるピアニスト、ルース･スレンチェンスカさんのコ

ンサートが�月��日、醍醐桜の下で開催されました。この場所でピアノを弾きたい

という彼女の純粋でひたむきな気持ちと、それを叶えてあげたいと願う地域の皆さ

んの気持ちが一つになって実現した、ささやかだけど夢のようなコンサートでした。
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�
月　

日
、
�
つ
の
消
防
団
を
統
合
し
た
「
真
庭
市
消
防
団
」
の
結
団
式
・
初
出

��

式
が
白
梅
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
団
員
�
�
�
人
を
は
じ
め
日
本
消
防

協
会
長
の
片
山
虎
之
助
氏
を
含
む
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
た
式
で
は
、
団
旗
の
授
与

を
始
め
長
年
功
績
の
あ
っ
た
団
員
へ
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
団
員
た
ち
は
、

こ
れ
ま
で
各
消
防
団
が
培
っ
た
長
い
歴
史
を
重
ん
じ
る
と
と
も
に
、
新
た
な
活
躍
を

誓
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
真
庭
市
消
防
団
は
�
つ
の
方
面
隊
で
組
織
し
、
全
団
員

数
は
�
、
�
�
�
人
。
県
下
で
も
�
番
目
に
大
き
い
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
結
団
式
・

初
出
式
の
様
子
を
写
真
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新 
生

真庭市消防団旗が市長から団長へ授与（写真右）。
続いて団長から各方面隊長へ方面隊旗が渡されました（写真左）

真真庭庭市市消消防防団団市 消 防団
結結結結団団団団式式式式・・・・初初初初出出出出式式式式結団式・初出式
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式のラッパ吹奏担当は北房方面隊。
館内に音色が響き渡りました

名誉団員章の表彰では表彰状、 法  被 および
はっ ぴ

帽子が渡され、長年の功績をたたえました
今年の新入団員は���名。
代表者が辞令を受け宣誓しました

真真庭庭市市消消防防団団真庭 
「団旗に敬礼」  ���人の団員が出席し、方面隊ごとに整列

一
統
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太
田
哲
也
（
久
世
）　

山
田
治
男
（
勝
山
）

古
南
元
秀
（
勝
山
）　

井
原　

勉
（
勝
山
）

澤
本
基
兄
（
美
甘
）　

片
山
祐
治
（
湯
原
）

竹
川
正
基
（
中
和
）　

高
見
貴
敬
（
中
和
）

優
良
消
防
団
員
章

山
口
剛
司
（
北
房
）　

三
村
公
一
（
落
合
）

安
井　

徹
（
落
合
）　

二
司
浩
史
（
勝
山
）

岩
本
明
久
（
美
甘
）　

東
郷
朝
夫
（
湯
原
）

谷　

弘
友
（
中
和
）　

向
林
人
司
（
川
上
）

��
�
�
�
�
�
�
	


�

功
労
章　
　
　
　
　
　

松
下　

榮
（
落
合
）

千
後
政
史
（
久
世
）　

山
田
智
之
（
勝
山
）

芦
田
守
司
（
湯
原
）　

由
井
健
司
（
湯
原
）

実
原
高
明
（
中
和
）　

美
甘
福
正
（
中
和
）

池
田
悦
雄
（
消
防
本
部
）

山
田
治
男
（
勝
山
）　

澤
本
基
兄
（
美
甘
）

山
口
正
義
（
湯
原
）　

竹
川
正
基
（
中
和
）

高
見
貴
敬
（
八
束
）

勤
続
章　
　
　
　
　
　

中
山
照
夫
（
落
合
） 

植
木
正
実
（
落
合
）　

佐
々
木
信
重
（
久
世
）

中
島
秀
典
（
勝
山
）　

澤
本
基
兄
（
美
甘
）

村
田
寿
男
（
湯
原
）　

津
村
幸
男
（
中
和
）

実
原
高
明
（
中
和
）　

池
田
道
昭
（
川
上
）

芦
立
俊
康
（
川
上
）　

長
尾
昭
二
（
川
上
）

小
林
一
夫
（
川
上
）　

近
藤
晶
彦
（
消
防
本
部
）

締
次　

保
（
消
防
本
部
） 
池
田
直
正
（
消
防
本
部
）

�
�
�
�
�
�
�

功
労
章

杉
本　

誠
（
落
合
）　

三
谷
八
郎
（
川
上
）

永
年
勤
続
功
労
章　
　

山
平
�
義
（
落
合
）

�
�
�
�
�
�
�

功
労
章　

松
尾
守
康
（
勝
山
）

永
年
勤
続
功
労
章

加
藤
浩
通
（
久
世
）　

中
島
秀
典
（
勝
山
）

藤
元　

敬
（
湯
原
）　

中
谷
哲
雄
（
中
和
）

森　
　

稔
（
消
防
本
部
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	

功
績
章　
　
　
　
　
　

矢
谷
光
生
（
久
世
）

狭
間　

強
（
川
上
）　

森　
　

稔
（
消
防
本
部
）

精
績
章　
　
　
　
　
　

押
目
敦
夫
（
落
合
）

　

長
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
し
た
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
※
掲
載
は
紙
面
都
合
に
よ
り
岡
山
県
消
防
協
会
長
功
労
章
表

彰
以
上
で
す
。（　

）
内
は
旧
消
防
団
・
組
織
名　

順
不
同
・
敬
称
・
階
級
略

組
織

�
�

日本消防協会長の片山虎之助氏より
直接受章を受けました

全��分団���部

全団員数 �����人（平成��年�月�日現在）
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決
意

統
一
化
を
進
め
、
対
応
の
連
携
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
、
機
能
を
生
か
し
た
組

織
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
よ
う
に
消
防
団
活
動
は
、
組

織
力
と
地
域
力
に
支
え
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
と
と
も
に
、
仕
事
を
持
ち
つ
つ
も
有
事

が
あ
れ
ば
、
即
対
応
す
る
と
い
う
、
消
防

団
活
動
に
誇
り
を
持
ち
地
域
に
愛
情
を
注

ぐ
団
員
皆
さ
ん
の
意
識
に
よ
っ
て
支
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

私
自
身
の
話
に
な
り
ま
す
が
、
新
入
団

員
と
し
て
入
団
し
た
当
時
か
ら
諸
先
輩
よ

り
「
郷
土
愛
」
を
活
動
の
中
で
教
え
ら
れ

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
は
言
葉
で
は

な
く
態
度
や
行
動
に
表
れ
て
お
り
、
尊
敬

の
意
を
覚
え
た
も
の
で
す
。
�
つ
の
消
防

団
が
一
つ
に
な
っ
た
わ
け
で
す
が
、
長
い

年
月
の
間
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
ら
ゆ
る

災
害
の
脅
威
か
ら
地
域
住
民
の
生
命
、
財

産
を
守
る
た
め
献
身
的
な
努
力
を
し
て
き

た
は
ず
で
す
。
そ
の
心
底
に
あ
っ
た
も
の

は
「
郷
土
愛
」
で
は
な
か
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
先
輩
方
か
ら
培
わ
れ
た「
郷
土
愛
」

は
、新
生
真
庭
市
消
防
団
に
受
け
継
が
れ
、

そ
の
魂
は
生
き
続
け
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
花
火
大

会
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
警
備
、
無
火
災
駅

伝
、
担
架
訓
練
な
ど
各
方
面
隊
の
特
徴
あ

る
活
動
は
残
し
、
各
地
域
で
団
員
が
消
防

団
活
動
に
誇
り
を
持
っ
て
活
動
で
き
る
よ

う
な
、
魅
力
あ
る
消
防
団
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。　

　

消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
団
員
数

の
減
少
や
高
齢
化
、
ま
た
日
中
は
遠
方
に

勤
め
て
い
る
団
員
の
増
加
な
ど
、
多
く
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て
近
年
の
災
害

は
複
雑
化
、
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

予
期
せ
ぬ
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に

は
、
消
防
団
だ
け
で
な
く
地
域
が
一
帯
と

な
っ
て
防
災
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ

と
も
必
要
で
す
。
地
域
の
期
待
と
信
頼
に

応
え
ら
れ
る
真
庭
市
消
防
団
を
組
織
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
市
民
皆
さ
ん
の
消
防
団

活
動
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
生
真
庭
市
消
防
団
は
団
員
数
�
、� 

�
�
人
を
抱
え
、
団
員
数
で
は
岡
山
市
に

次
ぐ
県
下
第
�
位
の
組
織
と
な
り
ま
し

た
。
組
織
と
し
て
は
�
団
で
�
方
面
隊
と

分
団
数
は　

分
団
、
部
数
は
�
�
�
部
と

��

な
り
ま
す
。名
称
の
変
更
は
あ
り
ま
す
が
、

市
民
の
安
全
安
心
を
守
る
と
い
う
消
防
の

使
命
は
何
ら
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。　

　

消
防
団
活
動
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
が
、
火
災
時
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
増

加
傾
向
に
あ
る
独
居
老
人
世
帯
の
防
災
訪

問
、
広
域
の
捜
索
活
動
、
ま
た
災
害
発
生

時
の
緊
急
防
災
配
備
な
ど
広
範
囲
な
活
動

に
及
ん
で
い
ま
す
。
一
つ
の
団
と
な
っ
た

こ
と
で
、
真
庭
市
全
域
に
お
け
る
情
報
の

�������
�������

�月��日、旧消防団の団長が集まり各団旗を納めました（市長室）

真庭市消防団

団長  ������ ��������

月田在住　昭和��年勝山町消防団へ入団。勝山町消

防団長を務めながら、合併により真庭市連合消防団長

も兼任。 この�月 、真庭市消防団初代団長に就任する。
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勝
山
地
区
の
勝
山
中
学
校
、勝
山
・

月
田
・
富
原
小
学
校
と 
城  
北 
幼
児
園

じ
ょ
う 

ほ
く

の
給
食
を
ま
か
な
う
勝
山
学
校
給
食

共
同
調
理
場
が
勝
山
中
学
校
敷
地
内

に
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

今
ま
で
弁
当
を
持
参
し
て
い
た
勝
山

中
学
校
も
新
学
期
か
ら
給
食
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

新
調
理
場
は
�
�
�
食
が
調
理
で

き
る
調
理
場
約
�
�
�
平
方 
㍍ 
と
、

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
約
�
�
�
平
方 
㍍

で
構
成
さ
れ
、
総
工
費
は
約
�
億
�

千
�
百
万
円
。
勝
山
地
区
の
�
小
学

校
と
城
北
幼
児
園
の
給
食
を
作
っ
て

い
た
旧
施
設（
江
川
）の
老
朽
化
と
、
勝

山
中
学
校
で
の
学
校
給
食
導
入
の
要

望
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

�
月　

日
に
は
、
関
係
者
約
�
�

��

�
人
が
参
加
し
て
新
築
落
成
記
念
式

典
が
開
か
れ
、
新
施
設
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

勝 山 中学校で給食始ま る

勝山学校給食
共同調理場

新築落成記念式典の様子　�月��日

　

真
庭
市
で
は
、
こ
の
�
月
か
ら
路

線
バ
ス
な
ど
既
存
の
公
共
交
通
機
関

で
カ
バ
ー
し
き
れ
な
い
交
通
の
不
便

地
域
を
対
象
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。運
行
は
、

振
興
局
・
各
支
局
単
位
で
行
い
、
市

の
所
有
す
る
小
型
バ
ス
・
ワ
ン
ボ
ッ
ク

ス
ワ
ゴ
ン
車
を
利
用
し
て
定
時
定
路

線
型
や
予
約
型
な
ど
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
形
で
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
は
、
誰
で

も
乗
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
料
金
は

中
学
生
以
上
大
人
�
�
�
円
、
小
学

生
�
�
�
円
、
幼
児
以
下
は
無
料
で

す
。
ま
た
、
中
学
生
・
小
学
生
が
通

学
に
使
用
す
る
場
合
は
、
無
料
と
な

り
ま
す
。
料
金
は
で
き
る
だ
け
回
数

券
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
回
数
券

は
振
興
局
・
各
支
局
・
各
出
張
所
・

各
バ
ス
車
内
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
市
で
は
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
を
「
生
活
の
足
」
と
し
て
一

人
で
も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト

や
乗
降
調
査
を
行
っ
て
行
き
ま
す
。

利
用
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
運
行

内
容
を
改
善
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意

見
・
ご
要
望
は
市
民
課
公
共
交
通
対

策
室
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
の
交
通
不
便
地
域
で
サ
ー
ビ 
ス
開
始

真
庭
市
コ 
ミ 
ュ 
ニ 
テ ィ
バ 
ス八束地区のコミュニティバス運行の様子。

予約すれば自宅まで迎えに来ます

調理場の様子 各小学校・幼児園には運搬車で運ばれます

給食の始まった勝山中学校。ランチルームでそろって食べます

完 成

テープカットで開業を祝いました　
�月�日  市役所勝山庁舎前

市
民
課 
公
共
交
通
対
策
室　

℡
�
�
�
���

�
�
�
�
�

��
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市政に関する動きの一部を紹介します

　

「
岡
山
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

が
�
月
�
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
岡
山
県
と
Ｊ

Ｒ
�
社
が
共
同
で
行
う
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

で
、
�
月
末
ま
で
の
�
カ
月
間
、
岡
山
の
魅
力
や

観
光
情
報
を
全
国
に
集
中
的
に
発
信
し
ま
す
。
真

庭
市
で
も
真
庭
市
観
光
協
会
・
真
庭
観
光
連
盟
と

協
力
し
て
、
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
、
周
遊
バ
ス
、
懐
か

し
の
学
校
給
食
な
ど
の
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
「
観
光

回
廊
真
庭
」
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
企

画
さ
れ
た
特
別
イ
ベ
ン
ト
に
、市
民
の
皆
さ
ん
も
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

旧遷喬尋常小学校で行われた「昭和懐かしの学校給食」

�観光回廊真庭シールラリー　�／��まで　
②観光回廊真庭周遊バス　�／��までの土・日・祝日
③真庭「昭和懐かしの学校給食」旧遷喬尋常小学校
　�／��までの土・日・祝日
④観光回廊真庭ゆったりウォーク　�／��・��
⑤のれんの町勝山ボランティアガイド定期便
　（勝山町並み無料ガイド）�／��までの土・日・祝日

　詳しくは観光振興課（℡������������）まで。
真庭市ホームページからもデスティネーションキャ
ンペーンイベントの詳しい内容がご覧になれます。

真庭市内の
岡山デステ ィネーシ ョンキ ャ ンペーンイ ベン ト

大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

観
光
回 
廊
真
庭 
を 
��
�

ピ

ー

ア

ー

ル

岡山県議会議員選挙開票結果
　�月�日に行われた、岡山県議会議員選挙
の真庭市開票結果をお知らせします。

�当日有権者数 ��,���人

�投票者総数 ��,���人

�投票率 ��.��％

�候補者別得票数

　　浅野みのる ��,���人

　　中尾てつお �,���人

　　無効票 ���人

ひかりネットで新たなサービスを
　「真庭市電子自治体推

進計画策定に関する答申

書」が、�月��日、策定

委員会から提出されまし

た。今後はネットワーク

を活用し、市民の視点に

立った行政サービスの提

供を目指します。

市民皆さんへ参加をうながす
　��月�日から�日間開

催される「全国生涯学習

フェスティバル ｉｎ まに

わ」。開催まであと���日

となった�月��日、通勤

通学の時間帯に合わせ

て、勝山駅前でＰＲ活動

が行われました。

期待される米子道の�車線化
　米子自動車道の久世イ

ンターから上野パーキン

グ間の�車線化工事に伴

う木谷山トンネル貫通式

が�月��日に行われまし

た。行楽シーズンの渋滞

解消など早期の�車線化

が期待されています。

障害者が安心して暮らせる真庭へ
　「障害者計画」と、「障

害福祉計画」を一体的に

策定した答申書が、�月

��日、策定委員会から提

出されました。今後は関

係団体の連携・協働のも

とに共生社会の実現を目

指します。

「もう一度行ってみたい」真庭に
　�月��日、観光回廊真

庭研修会が行われまし

た。今回は、真庭市が立

ち上げた「バイオマスツ

アー」マネージャーの石

川紀子氏を講師にむかえ

て、観光についてアドバ

イスをいただきました。
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部
長
級

▽
会
計
管
理
者　

稲
田　

裕
（
美
甘
支
局
支
局

長
）
▽
企
画
観
光
部
部
長　

近
藤
多
久
美
（
蒜

山
振
興
局
振
興
局
長
）
▽
市
民
生
活
部
部
長　

鈴
木
宝
継
（
市
民
生
活
部
税
務
課
課
長
）
▽
産

業
部
部
長　

丸
山　

豊
（
産
業
部
商
工
振
興
課

課
長
）
▽
上
下
水
道
部
部
長　

牧　

幸
夫
（
建

設
部
建
設
課
課
長
）
▽
蒜
山
振
興
局
振
興
局
長

宍
戸　

學
（
上
下
水
道
部
部
長
）
▽
北
房
支
局

支
局
長　

上
谷
仁
志
（
北
房
支
局
業
務
管
理
課

課
長
）
▽
落
合
支
局
支
局
長　

太
田
信
一
（
上

下
水
道
部
下
水
道
課
課
長
）
▽
久
世
支
局
支
局

長　

安
東
保
夫
（
企
画
観
光
部
生
涯
学
習
課
課

長
）
▽
勝
山
支
局
支
局
長　

篠
�
仁
志
（
久
世

支
局
支
局
長
）
▽
美
甘
支
局
支
局
長　

多
久
間

稔
（
中
和
支
局
支
局
長
）
▽
湯
原
支
局
支
局
長

梶
岡
知
幸
（
産
業
部
林
業
振
興
課
課
長
）
▽
教

育
委
員
会
教
育
次
長　

植
木
眞
一
（
川
上
支
局

支
局
長
）

課
長
・
総
括
参
事
級

【
総
務
部
】
▽
総
務
課
総
括
参
事
・
兼
危
機
管

理
室
室
長　

入
澤
鋭
之
（
上
下
水
道
部
下
水
道

課
総
括
参
事
）
▽
秘
書
広
報
課
課
長　

織
田
龍

樹
（
落
合
支
局
業
務
管
理
課
課
長
）
▽
財
政
課

課
長　

原
田
重
隆
（
北
房
支
局
総
務
振
興
課
総

括
参
事
）【
企
画
観
光
部
】
▽
企
画
政
策
課
課
長

山
本
章
憲
（
総
務
部
財
政
課
課
長
）
▽
生
涯
学

習
課
課
長　

行
田
東
洋
治
（
蒜
山
振
興
局
市
民 

福
祉
課
課
長
）【
市
民
生
活
部
】
▽
市
民
課
課 

長　

志
田
浩
一
（
市
民
生
活
部
税
務
課
総
括
参

事
）
▽
市
民
課
総
括
参
事
・
兼
公
共
交
通
対
策

室
室
長　

綱
島
一
夫
（
久
世
支
局
総
務
振
興
課

総
括
参
事
）
▽
環
境
課
課
長　

村
松
邦
博
（
健

康
福
祉
部
福
祉
課
課
長
）
▽
税
務
課
課
長　

岡

田
文
雄
（
勝
山
支
局
業
務
管
理
課
課
長
）
▽
税

務
課
総
括
参
事　

枡
谷
和
明
（
産
業
部
農
業
振

興
課
総
括
参
事
）▽
徴
税
課
課
長　

岸　

寛（
市

民
生
活
部
市
民
課
課
長
）
▽
真
庭
北
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
課
長
（
所
長
）　

中
島
英
利
（
中
和

支
局
市
民
福
祉
課
課
長
）
▽
ク
リ
ー
ン
セ
ン 

タ
ー
ま
に
わ
課
長
（
所
長
）　

美
甘
宗
章
（
教 

育
委
員
会
教
育
総
務
課
課
長
）
▽
旭
水
苑
課
長

（
所
長
）  
福
井
秀
明（
旭
水
苑
総
括
参
事
） 【
健

康
福
祉
部
】
▽
福
祉
課
課
長　

菱
川
輝
夫
（
真

庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
（
派
遣
））

▽
子
育
て
健
康
推
進
課
課
長　

山
中
和
広
（
久

世
支
局
市
民
福
祉
課
課
長
）【
産
業
部
】
▽
林

業
振
興
課
課
長　

池
田
和
道
（
美
甘
支
局
総
務

振
興
課
総
括
参
事
）
▽
商
工
振
興
課
課
長　

大

橋
一
已
（
健
康
福
祉
部
子
育
て
健
康
推
進
課
課

長
）
▽
商
工
振
興
課
総
括
参
事
・
兼
バ
イ
オ
マ

ス
推
進
室
室
長　

大
美
康
雄
（
企
画
観
光
部
観

光
振
興
課
総
括
参
事
）
▽
農
林
土
木
課
課
長 

狹
間　

強（
川
上
支
局
総
務
振
興
課
総
括
参
事
）

【
建
設
部
】
▽
建
設
課
課
長　

大
植
昭
一
（
市
民

生
活
部
徴
税
課
課
長
）
▽
維
持
管
理
課
課
長 

孝
井
道
則（
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま
に
わ
所
長
）

【
上
下
水
道
部
】
▽
水
道
課
課
長　

須
田　

豊

（
建
設
部
維
持
管
理
課
課
長
）▽
下
水
道
課
課
長

庄
司
史
郎
（
産
業
部
農
林
土
木
課
課
長
）
▽
議

会
事
務
局
事
務
局
次
長　

西
山
秀
実
（
議
会
事

務
局
総
括
参
事
）
▽
監
査
事
務
局
事
務
局
長 

高
橋　

豊（
市
民
生
活
部
環
境
課
課
長
）【
蒜
山

振
興
局
】▽
総
務
振
興
課
課
長　

宮
永　

優（
企

画
観
光
部
杜
市
づ
く
り
推
進
課
課
長
）
▽
総
務

振
興
課
総
括
参
事
・
兼
地
域
振
興
対
策
室
室
長

小
谷
宣
好
（
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
支
所
長

（
派
遣
））
▽
市
民
福
祉
課
総
括
参
事　

津
田
正

夫（
真
庭
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
総
括
参
事
）

▽
産
業
建
設
課
課
長　

西
村
孝
男
（
中
和
支
局

総
務
振
興
課
総
括
参
事
）【
北
房
支
局
】
▽
総
務

振
興
課
課
長　

迫
田　

淳
（
総
務
部
秘
書
広
報

課
課
長
）▽
産
業
建
設
課
課
長　

福
島
秀
幸（
落

合
支
局
総
務
振
興
課
総
括
参
事
）【
落
合
支
局
】

▽
総
務
振
興
課
課
長　

古
矢
嘉
彦
（
企
画
観
光

部
生
涯
学
習
課
総
括
参
事
）
▽
産
業
建
設
課
課

長　

宮
田　

昇
（
真
庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
支

所
長
（
派
遣
））【
久
世
支
局
】
▽
総
務
振
興
課

課
長　

西
原
基
之
（
上
下
水
道
部
水
道
課
総
括

参
事
）【
勝
山
支
局
】
▽
総
務
振
興
課
課
長　

古

谷
澤
子
（
勝
山
支
局
市
民
福
祉
課
課
長
）
▽
産

業
建
設
課
課
長　

中
芝
通
雄
（
勝
山
支
局
総
務

振
興
課
総
括
参
事
）【
美
甘
支
局
】
▽
総
務
振
興

課
課
長　

若
佐
貞
夫（
美
甘
支
局
市
民
福
祉
課

課
長
）【
湯
原
支
局
】
▽
総
務
振
興
課
課
長　

井

手
利
忠
（
湯
原
支
局
市
民
福
祉
課
課
長
）
▽
市

民
福
祉
課
総
括
参
事　

福
田
町
子
（
湯
原
支
局

総
務
振
興
課
総
括
参
事
）
▽
産
業
建
設
課
課
長

中
島
廣
明
（
蒜
山
振
興
局
産
業
建
設
課
課
長
） 

▽
産
業
建
設
課
総
括
参
事
・
兼
国
民
宿
舎
桃
李

荘
支
配
人　

池
田　

実
（
国
民
宿
舎
桃
李
荘
総

括
参
事
（
支
配
人
）） 

【
教
育
委
員
会
】▽
教
育
総
務
課
課
長　

三
船
光

夫
（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
総
括
参
事
）【
病

院
事
業
部
】
▽
湯
原
温
泉
病
院
課
長
（
事
務
長
）

　

浜
子
尊
行
（
湯
原
温
泉
病
院
総
括
参
事
）【
真

庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
】
▽
課
長　

佐
藤

人 
事 
異 
動
平成��年
�月�日付
異　　動

平
成　

年
�
月
�
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

��

異
動
者
多
数
の
た
め
課
長
、
総
括
参
事
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。

※
異
動
者
の
表
記
は
▽
新
任
課（
職
名
）氏
名（
旧
任
課
な
ど
）、新
規
採
用
者

は
▽
氏
名（
新
任
課
）、退
職
者
は
▽
氏
名（
旧
任
課
な
ど
）の
順
で
す
。
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守
（
湯
原
支
局
業
務
管
理
課
課
長
）
▽
課
長　

本
守　

泉
（
川
上
支
局
市
民
福
祉
課
課
長
）
▽

課
長　

西
尾
節
男
（
蒜
山
振
興
局
総
務
振
興
課

総
括
参
事
）

消
防
本
部
・
消
防
署

【
消
防
本
部
】
▽
消
防
本
部
次
長
・
兼
総
務
課
長

事
務
取
扱　

庄
司
信
幸
（
予
防
課
課
長
）
▽
総

務
課
総
括
参
事　

近
藤
晶
彦
（
総
務
課
参
事
）

▽
予
防
課
課
長　

戸
田
善
雄（
消
防
署
副
署
長
）

【
真
庭
消
防
署
】
▽
消
防
署
署
長
（
警
防
課
長 

兼
務
）
横
山　

陽
（
消
防
署
副
署
長
）
▽
消
防

署
副
署
長　

吉
川
隆
志
（
消
防
署
蒜
山
分
署
上

級
分
署
長
）▽
消
防
署
副
署
長　

梶
谷
繁
美（
予

防
課
参
事
）
▽
消
防
署
蒜
山
分
署
上
級
分
署
長

曲　

美
樹
（
消
防
署
湯
原
分
署
分
署
長
）

保
育
園

▽
北
房
水
田
保
育
園
総
括
園
長　

近
藤
玲
子

（
北
房
水
田
保
育
園
参
事
）
▽
北
房
中
央
保
育 

園
総
括
園
長　

仲
島
啓
子
（
落
合
ひ
ま
わ
り
保

育
園
園
長
）
▽
木
山
保
育
園
総
括
園
長　

松
尾

照
惠
（
美
川
保
育
園
園
長
）
▽
認
定
こ
ど
も
園

白
梅
保
育
園
園
長　

曽
根
晶
子
（
河
内
保
育
園

参
事
）
▽
落
合
ひ
ま
わ
り
保
育
園
総
括
園
長　

瀬
島
ミ
チ
ル
（
木
山
保
育
園
園
長
）
▽
美
川
保

育
園
総
括
園
長　

湯
浅
苗
美
（
産
業
部
農
林
土

木
課
参
事
）
▽
河
内
保
育
園
総
括
園
長　

前
田

多
賀
子
（
北
房
中
央
保
育
園
園
長
）
▽
旦
土
保

育
園
総
括
園
長　

樋
口　

都
（
旦
土
保
育
園
園

長
）▽
久
世
保
育
園
総
括
園
長　

丸
山
明
美（
久

世
保
育
園
園
長
）
▽
久
世
第
二
保
育
園
総
括
園

長　

森
田
博
子
（
久
世
第
二
保
育
園
園
長
）
▽

勝
山
保
育
園
総
括
園
長　

河
内
富
美
子
（
勝
山

保
育
園
園
長
）
▽
月
田
保
育
園
総
括
園
長　

井

田
淑
子
（
月
田
保
育
園
園
長
）
▽
富
原
保
育
園

総
括
園
長　

松
浦
志
お
り（
富
原
保
育
園
園
長
）

▽
美
甘
保
育
園
総
括
園
長　

檀
多
賀
子
（
二
川

へ
き
地
保
育
所
園
長
）
▽
久
見
保
育
園
総
括
園

長
植
木
敬
子
（
河
内
保
育
園
園
長
）
▽
二
川
へ

き
地
保
育
所
園
長　

牧
田
雅
枝
（
久
見
保
育
園

参
事
）
▽
中
和
保
育
園
総
括
園
長　

眞
壁
す
ま

子
（
川
上
保
育
園
参
事
）
▽
八
束
保
育
園
総
括

園
長　

坂
手
東
枝
（
久
見
保
育
園
園
長
）
▽
川

上
保
育
園
総
括
園
長　

徳
山
里
恵
（
美
甘
保
育

園
園
長
）

幼
稚
園

▽
中
津
井
幼
稚
園
総
括
園
長　

妹
尾
多
美
子

（
美
川
保
育
園
参
事
）
▽
上
水
田
幼
稚
園
総
括 

園
長　

伊
賀
久
枝
（
上
水
田
幼
稚
園
参
事
）
▽ 

認
定
こ
ど
も
園
落
合
幼
稚
園
総
括
園
長　

徳
山

妙
子
（
落
合
中
央
幼
稚
園
園
長
）
▽
天
津
幼
稚

園
総
括
園
長　

妹
尾
三
恵
（
草
加
部
幼
稚
園
参

事
）▽
美
川
幼
稚
園
総
括
園
長　

山
本
京
子（
勝

山
保
育
園
参
事
）
▽
川
東
幼
稚
園
総
括
園
長　

宮
田
裕
子
（
川
東
幼
稚
園
園
長
）
▽
久
世
幼
稚

園
総
括
園
長　

山
根
ひ
と
み
（
久
世
幼
稚
園
園

長
）
▽
草
加
部
幼
稚
園
総
括
園
長　

庄
司
悦
子

（
久
世
保
育
園
参
事
）▽
米
来
幼
稚
園
総
括
園
長

福
島
こ
ず
恵
（
米
来
幼
稚
園
参
事
）
▽
城
北
幼

児
園
総
括
園
長　

古
矢
伴
江
（
城
北
幼
児
園
園

長
）

新
規
採
用
者

▽
矢
萩
志
保
（
市
民
生
活
部
市
民
課
）
▽
松
下

誠
宏
（
産
業
部
農
業
振
興
課
）
▽
近
藤
八
千
与

（
勝
山
保
育
園
）
▽
井
原
美
保
（
美
甘
保
育
園
） 

▽
加
藤
奈
保
子
（
湯
原
温
泉
病
院
）
▽
金
�
陽

子
（
湯
原
温
泉
病
院
）
▽
川
上
千
夏
（
湯
原
温

泉
病
院
）
▽
�
子
直
騎
（
湯
原
温
泉
病
院
）
▽

長
尾　

亮
（
湯
原
温
泉
病
院
）
▽
�
橋
ひ
と
み

（
久
世
幼
稚
園
）▽
松
尾　

眸（
上
水
田
幼
稚
園
）

▽
篠
山
和
彦
（
消
防
本
部
）
▽
内
田
好
友
（
消

防
本
部
）
▽
福
田
貴
大
（
消
防
本
部
）
▽
大
石

　

竜
（
消
防
本
部
）

退
職
者

▽
木
下
伸
一
（
企
画
観
光
部
部
長
）
▽
山
崎
泰

則
（
市
民
生
活
部
部
長
）
▽
仁
枝　

章
（
産
業

部
部
長
）
▽
樋
口
正
三
（
教
育
委
員
会
教
育
次

長
）
▽
薬
師
寺
康
昌
（
北
房
支
局
支
局
長
）
▽

谷
本　

優
（
落
合
支
局
支
局
長
）
▽
松
尾
節
夫

（
勝
山
支
局
支
局
長
）
▽
山
口
知
義
（
湯
原
支 

局
支
局
長
）
▽
宮
田
政
延
（
上
下
水
道
部
水
道

課
課
長
）
▽
林　

徳
志
（
監
査
事
務
局
事
務
局

長
）
▽
片
岡
出
水
（
北
房
支
局
市
民
福
祉
課
課

長
）
▽
今
石
晴
己
（
落
合
支
局
市
民
福
祉
課
課

長
）
▽
森　

稔
（
消
防
本
部
次
長
）
▽
川
端　

晃
（
消
防
本
部
消
防
署
長
）
▽
伊
井
邦
雄
（
真

庭
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
次
長
（
派
遣
））

▽
丸
山
立
志
（
総
務
部
総
務
課
総
括
参
事
）
▽

吉
田
房
江
（
水
田
保
育
園
園
長
）
▽
小
出
悦
子

（
落
合
白
梅
保
育
園
園
長
）▽
各
務
和
代（
中
和

保
育
園
園
長
）
▽
山
本
せ
つ
子
（
八
束
保
育
園

園
長
）
▽
大
塚
倫
子
（
川
上
保
育
園
園
長
）
▽

行
部
富
子
（
美
川
幼
稚
園
園
長
）
▽
三
船
卓
郎

（
湯
原
支
局
総
務
振
興
課
参
事
）
▽
長
尾
悦
子

（
川
上
支
局
市
民
福
祉
課
参
事
）
▽
山
田
初
枝

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
参
事
）▽
土
井
章
代

（
北
房
給
食
セ
ン
タ
ー
参
事
）
▽
奥
田
美
世
子

（
阿
口
幼
稚
園
参
事
）
▽
二
宗
哲
夫
（
上
下
水
道

部
水
道
課
主
幹
）
▽
野
島
教
子
（
真
庭
北
部
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
上
級
主
事
）▽
阿
形
尚
幸（
落

合
支
局
総
務
振
興
課
上
級
主
事
）
▽
二
宗
史
憲

（
上
下
水
道
部
水
道
課
主
事
）
▽
横
山　

愛
（
湯

原
温
泉
病
院
看
護
師
補
）
▽
今
石
佳
世
子
（
河

内
保
育
園
調
理
主
幹
）▽
長
見
寿
子（
川
上
小
学

校
校
務
主
任
）▽
池
田
隆
子（
川
上
保
育
園
調
理

主
任
）
▽
竹
原
弘
恵
（
木
山
保
育
園
上
級
調
理

主
事
）

辞令を受ける新採用職員　４月２日（市長室）
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�
年
目
を
迎
え
る
真
庭
市
の
平
成　

年
度
予
算
が
�
月
定
例
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成　

��

��

年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る
と
�
億
�
、�
�
�
万
円
、
約
�
・
�
㌫
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予

算
減
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
蒜
山
庁
舎
建
設
事
業
費
、
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
、
バ
イ

オ
マ
ス
活
用
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
シ
ス
テ
ム
化
事
業
、
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業
費
な
ど
の
減
額

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
年
々
持
続
し
て
固
定
的
に
支
出
さ
れ
る
経
費
に
つ
い
て
も
、
前
年
度
予

算
額
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
に
抑
え
た
こ
と
も
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一般会計歳入における自主財源・依存財源

依存財源  ���億�,���万�千円  ��.�%
依存財源は、国庫支出金、県支出金などのように国や県から地方公

共団体に交付されるものです。
　

自主財源  ��億�,���万�千円  ��.�%
自主財源は、市税、地方税や使用料、手数料などのように地方公共

団体自らの意志に基づいて徴収するものをいいます。この財源が多

いほど財政の健全性・安全性が確保されます。

平 成 �� 年 度

� � �

����

会計別予算額の内訳 

比較増減平成��年度予算額会計名

����%���������	�
�����

������%高齢者住宅整備資金貸付事業会計

特
別
会
計

������%牧場事業会計

���%��億�����万�千円国民健康保険事業会計

����%��億�����万�千円老人保健事業会計

���%��億�����万�千円介護保険事業会計

����%�����万�千円介護保険事業（介護サービス勘定）会計

����%��億�����万�千円簡易水道事業会計

�����%�億�����万�千円浄化槽事業会計

����%��億�����万�千円農業集落排水事業会計

�����%��億�����万�千円下水道事業会計

�����%���万�千円分譲宅地事業会計

�����%�億�����万�千円津黒高原観光事業会計

����%�����万�千円クリエイト菅谷事業会計

����%�億�����万�千円温泉事業会計

�����%���万�千円交通災害事業会計

���%���億�����万�千円特別会計合計

����%�億�����万�千円農業共済事業会計

公
営
企
業

�����%�億�����万�千円水道事業会計

���%��億�����万�千円国民健康保険湯原温泉病院事業会計

�����%�����万�千円国民宿舎事業会計

�����%��億���万�千円企業会計合計

����%����������	
����
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一
般
会
計
の
歳
入

　

税
収
（
税
源
移
譲
分
を
除
く
）
の

伸
び
悩
み
や
地
方
交
付
税
縮
減
な
ど

に
よ
り
、
大
変
厳
し
い
予
算
編
成
と

な
り
、
そ
の
た
め
基
金
を
取
り
崩
し

て
財
源
を
確
保
し
ま
し
た
。

　

「
市
税
」全
体
で
は　

・
� 
㌫ 
の
増
、

��

特
に
税
源
移
譲
に
よ
り
個
人
市
民
税

に
つ
い
て
は　

・
� 
㌫ 
の
大
幅
増 

��

に
、
固
定
資
産
税
は
�
・
� 
㌫ 
の
微

増
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
地
方
法 

人
税
」
は
�
・
� 
㌫ 
の
減
の
見
込
み
。

ま
た
、「
地
方
交
付
税
」
は
�
・
� 
㌫

 
の
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
業
の
減

少
で
「
国
庫
支
出
金
」
�
・
� 
㌫
、

平成１９年度予算 （一般会計） を １ 人当たりにす ると

「
県
支
出
金
」　

・
� 
㌫ 
の
減
。「
分 

��

担
金
お
よ
び
負
担
金
」
は
、
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
加
入
負
担
金
な
ど
に
よ
り 

　

・
� 
㌫ 
の
増
、
保
育
料
が
階
層
見
直

��し
で
減
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
繰
入

金
」
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
整
備

事
業
に
情
報
化
施
設
整
備
基
金
を
取

り
崩
し
て
繰
り
入
れ
、
収
支
不
足
に

対
応
し
た
財
源
調
整
に
財
政
調
整
基

金
を
取
り
崩
し
て
い
ま
す
。「
市
債
」

に
つ
い
て
は
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル

整
備
事
業
や
蒜
山
庁
舎
建
設
事
業
な

ど
に
充
て
る
合
併
特
例
債
や
過
疎
債

な
ど
が
�
・
� 
㌫ 
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

一
般
会
計
の
歳
出　

　

非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

経
費
の
徹
底
し
た
節
減
を
図
り
な
が

ら
、
主
要
事
業
に
沿
っ
た
財
源
の
効

率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

　

目
的
ご
と
に
細
か
く
分
け
ら
れ
た

予
算
の
中
で
最
も
多
い
の
は
、
社
会

福
祉
や
児
童
福
祉
に
使
わ
れ
る
「
民

生
費
」
で
す
。
前
年
度
に
比
べ
る
と

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
建
設
費
の
減
少

な
ど
で
�
・
� 
㌫ 
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
続
い
て
農
業
や
林
業
に
か
か

る
「
農
林
水
産
業
費
」、
快
適
な
生
活

の
た
め
道
路
や
施
設
を
整
備
し
た
際

の
借
金
に
対
す
る
返
済
金
に
あ
た
る

「
公
債
費
」
と
続
き
ま
す
。

　

市
全
体
に
か
か
る
事
業
に
使
わ
れ

る
「
総
務
費
」
は
、
蒜
山
庁
舎
建
設

費
な
ど
の
減
少
に
よ
り　

・
� 
㌫ 
の

��

減
。
教
育
関
係
の
事
業
に
使
わ
れ
る

「
教
育
費
」
は
、
勝
山
学
校
給
食
共
同

調
理
場
建
設
費
の
削
減
な
ど
に
よ
り

�
㌫ 
の
減
。
積
立
金
な
ど
の
「
諸
支

出
金
」
は
、
真
庭
市
振
興
基
金
へ
の

積
み
立
て
金
を
見
直
し　

・
� 
㌫ 
の

��

減
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
商

工
業
の
振
興
な
ど
に
使
わ
れ
る
「
商

工
費
」
が
企
業
立
地
補
助
金
の
増
額

な
ど
で
前
年
度
比　

・
� 
㌫ 
の
増
と

��

な
り
ま
し
た
。
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平 成 �� 年 度

����

　真庭市は、将来像として「水と緑 人と文化を未来につな

ぐ 賑わいの『 杜  市 』真庭」を目指しています。その実現の
と し

ため、各分野における現状と課題を明らかにし、課題解決

に向けて優先的に実施しなければならない施策が「主要事

業」です。「真庭市総合計画」の「基本計画」の体系に沿

って、お知らせします。

����������	
��
����
�����万円元気おかやま園芸産地づくり事業

高収益を目指すため園芸農家の資材・機材導入を補助

���万円特産物振興奨励補助金

市のブランドとなる産物づくりを推進

�����万円アグリセールスマン設置事業

営農・就農相談や遊休地調査活動を行う営農相談員
を配置

�����万円緊急間伐促進事業（単独）

人工林の間伐を計画的に推進

�����万円森林整備地域活動支援交付金事業

森林の多目的機能を発揮する森林整備の推進

�億�����万円林道整備事業

林道の開設・舗装および作業道の整備

�億�����万円
企業立地促進奨励金および物流施設
誘致促進助成金

市内に新たに立地、増設する企業への助成

��万円真庭大使事業

真庭市にゆかりのある著名人に市のイメージアップ
や活性化につながる助言、観光ＰＲを依頼

���万円ライブカメラ設置事業

観光地を中心として、ライブカメラを設置（� ～�� カ所）

���万円観光客誘致推進事業

岡山デスティネーションキャンペーンと連携して、
観光ＰＲと観光客を誘致（懐かしの学校給食など）

���万円観光イベント補助事業

各種観光イベントに対する補助事業

���万円バイオマスストーブ設置補助事業

バイオマスストーブの購入を補助（��台分）

���万円バイオマス利活用推進事業

普及啓発活動や体験活動の実施、農村エネルギー資
源活用実証実験など

�����万円
木質バイオマス活用地域エネルギー
循環システム化実験事業

バイオマスタウン真庭の実現にむけたシステム化実
証実験で、ＮＥＤＯ（独立行政法人新エネルギー・産業
技術総合開発機構）の委託事業として実施

�����万円地域再生マネージャー事業

農林業と酪農、温泉等を組み込んだ新しい観光メニ
ューの開発（バイオマスツアーなど）

�����・���������	
�
�億�����万円道路新設改良事業

市道��路線を整備（単独事業含む）

�����万円除雪経常・臨時管理費

除雪経費および除雪自動車の購入費用

�億�����万円公営住宅建設事業

上水田住宅用地取得、原方住宅下水道接続、火災報
知器設置、耐震診断など

���万円都市計画マスタープラン策定事業

新しい真庭市にあう都市計画の基本方針を策定

�����万円公共交通対策事業

路線バス運行補助、コミュニティバス運行事業など

��億�����万円広域情報ネットワーク整備事業

光ファイバを利用した情報ネットワークの基盤整備を行
うラストワンマイル事業

（千円以下切り捨て）
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�����������	
��
�
�����万円予防事業

結核肺ガン検診、各種予防接種を実施

��万円食育基本計画策定事業

食育基本計画・リーフレット作成ほか

�����万円後期高齢者医療広域連合負担金

��年度からスタートする後期高齢者（��歳以上）医
療制度の「岡山県後期高齢者医療広域連合」負担金

���万円除細動器（ＡＥＤ）整備事業

センター機能をもつ体育館や公民館に�カ所、各小
中学校（中：全校�台、小：�台）に設置

�億�����万円乳幼児医療費支給事業

小学校卒業時まで医療費の無料化、未熟児医療

�����万円幼児教育センター建設事業

美川幼稚園と保育園を一元化した幼児教育センターを建
設（保育園を増設し、幼稚園と子育て支援機能を付加）

�����万円
�����万円
�����万円

高齢者生きがい活動支援事業
高齢者在宅福祉サービス
高齢者外出支援事業

高齢者の生きがい活動、移送サービスによる外出支援、
在宅介護者への支援など在宅福祉を支援

�億�����万円
�億�����万円
�億�����万円

���万円

生活保護費
身体障害者保護費
知的障害者保護費
障害者移動介助事業

低所得者、障害者を持つ方への支援の充実を図る

�����万円非常備消防施設等整備事業（単独）

消防ポンプ車、積載車などの更新や防火水槽の新設など

���万円ハザードマップ作成事業

土砂災害危険区域、避難施設などのハザードマップ作成

���万円告知放送無停電装置設置事業

公共施設を対象に設置（���施設）

�����万円上水道配水管改良事業

老朽管の改良工事および下水道支障移転工事など

�����万円ごみ収集委託事業

ごみ収集およびごみ袋の配達業務を委託

�����万円作業場兼ストックヤード新設工事

作業場兼ストックヤードの設計および工事費

�億�����万円学校施設整備事業（中学校分）

北房中学校テニスコート、久世中学校屋体新築など
施設整備

���万円教育支援センター開設事業

不登校児童生徒の教育相談体制の充実

���万円
全国生涯学習フェスティバル開催事
業

第��回全国生涯学習フェスティバルを市内一円で開催

�����万円各種スポーツ大会運営事業

市内各地域で開催されるスポーツ大会運営費（綱引
き・卓球、ソフトボール・マラソン・クライミングなど）

�����万円
文化財保存修理および用地買収関連
事業

大谷・定古墳用地調査、旧遷喬尋常小学校保存工事ほか

�����万円人権教育推進事業

人権教育推進委員会・指導員の設置、講演会の開催ほか

���万円地域づくり人材養成事業

地域づくりを担う人材を養成する講座の開催

�����万円地域活動費助成事業

自治会および地域づくり委員会に対して地域活動を支援

���万円集会所建設補助金

地域コミュニティー活動拠点施設の建設などの補助

�億�����万円蒜山振興局建設事業費等

蒜山振興局の建設および本庁舎の建設基本計画の策定

����������	
��

�����������	
����


����������	
��

���万円農地・水・環境保全向上対策

環境保全に向けた地域共同活動・営農活動への支援

�億�����万円民有林森林災害復旧事業

平成��年の台風��号による森林災害復旧事業など

�億�����万円簡水施設整備事業

簡易水道の未普及地域の整備および水道施設の改良
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　真庭市総合計画に基づく事業を計画的に推進するために、

将来の財政見通しを予想できる範囲で明らかにする必要が

あります。市では、現時点で予想される範囲内で歳入・歳出そ

れぞれ性質別に推計し、平成��年まで��年間の「真庭市財政

計画」を策定しました。三位一体改革により、地方を取りまく財

政状況は大きく変化しています。健全な財政運営を行うため

の指針、「真庭市財政計画」の内容をお知らせします。

　市の財政状況は、ますます厳しくなることが予想

されます。行財政改革を推進し普通建設事業の抑制

や経常的な経費の縮減を図り、総予算額を抑え財政

の健全化を図ります。財政計画は必要に応じて見直

しを行い、財政運営の目標を明らかにしていきます。

　真庭市財政計画に関することは、総務部財政課（℡

����-��-����）まで問い合わせください。

　真庭市ホームページからも財政計画の内容がご覧

になれます。（トップ画面「暮らしの情報」→「市政」 

→「財政」をクリック）
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歳入の主なもの （単位：百万円）

平成
２７年度

平成
２２年度

平成
１９年度項目の説明および推移の条件性質別項目

���������������

　市民の皆さんや企業から納めていただいているもので、市の収入の中心
となるものです。市民税・固定資産税・軽自動車税などがあります。
【推計の条件】
　平成��年度予算を基準として、人口影響分を考慮し算定しています。

地 方 税

������������������

　全国どこに住んでいても標準的な行政サービスが行えるように、国税を財
源として国から交付されるものです。普通交付税と特別交付税があります。
【推計の条件】
　普通交付税は、平成��年度を基準に新型交付税や人口影響分を考慮して
推計しています。特別交付税は、平成��年度予算額を基準として対前年�％
で減額しています。

地 方
交 付 税

���������������

　市が行う事業に対して国および県から交付されるもので、特定の事業を
行うために交付されるものです。地方交付税も国から交付されますが、大
きな違いは地方交付税は使途が制限されていないことです。
【推計の条件】
　普通建設事業に対する国県支出金については個別に把握して積算しています。

国 県
支 出 金

���������������

　市の借入金で、その償還が�年以上にわたるものです。
【推計の条件】
　交付税措置が見込まれる有利な地方債を最大限活用することとして算定
しています。

地 方 債

���������������

使用料・分担金
【推計の条件】　
平成��年度予算を基準として、人口影響分を考慮し算定しています。その
他、地方譲与税交付金、繰入金などを推計して見込んでいます。

そ の 他

������������������歳入合計

歳出の主なもの （単位：百万円）

平成
２７年度

平成
２２年度

平成
１９年度項目の説明および推移の条件性質別項目

���������������
　議員報酬や職員給与などの経費です。
【推計の条件】退職者の補充を抑制することにより、��年後の職員数を���
人程度に縮減することを見込んで算定しています。

人 件 費

���������������
　消耗品費や光熱水費など消費的な経費です。
【推計の条件】コスト意識の向上を図り、��年間で�割程度の減額を目標
として算定しています。

物 件 費

���������������
　各種団体への補助金や負担金などです。
【推計の条件】��年間で�割程度の減額を目標として算定しています。補助費等

���������������
　生活保護費・児童手当・乳幼児医療費などです
【推計の条件】　平成��年度予算で算定しています。扶 助 費

���������������

　地方債の元金・利子を支払うための経費です。
【推計の条件】すでに借り入れている地方債の償還額に、今後の事業の実
施に伴う地方債の償還額を見込んで算定しています。
（平成��年度末の地方債（借金）残高は約���億円で、平成��年には約���
億円になる見込みです）

公 債 費

���������������
　道路の新設や施設の増改築・新設などの建設事業に要する経費です。
【推計の条件】
　主要事業や合併特例事業を個別で把握し算定しています。

普通建設
事 業 費

���������������

繰出金
【推計の条件】　公営企業会計の今後の事業計画（真庭市総合計画）および
公債費を考慮して算定しています。
その他、積立金などを推計して見込んでいます。

そ の 他

������������������歳出合計
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開
催
日
と
コ
ー
ス

　

�
日
間
で
行
う
ゆ
っ
た
り
ウ
ォ
ー
ク
。
次
の

コ
ー
ス
か
ら
選
択
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
各
コ
ー
ス
の
集
合
場
所
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
受
付
時
間
内
に
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

【
第
�
日
目

】 
�
��

�
�

��

Ａ
コ
ー
ス　

　

ひ
る
ぜ
ん 
山  
麓 
・
牧
場
コ
ー
ス
…　

㌔

さ
ん 

ろ
く

��

Ｂ
コ
ー
ス　

　

津
黒
里
山
自
然
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
…　

㌔
��

Ｃ
コ
ー
ス　

　

蒜
山
の
ん
び
り
コ
ー
ス
…
�
ま
た
は　

㌔
��

Ａ
〜
Ｃ
コ
ー
ス
は
蒜
山
高
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が

集
合
場
所
に
な
り
ま
す
。

　

受
付　

午
前
�
時　

分
〜
�
時　

分

��

��

【
第
�
日
目

】 
�
��

�
�

��

Ｄ
―
１
コ
ー
ス　

　

勝
山
新
緑
の
神
庭
の
滝
コ
ー
ス
…　

㌔
��

Ｄ
―
２
コ
ー
ス　

　

勝
山
町
並
み
保
存
地
区
コ
ー
ス
…
�
㌔

　

集
合
場
所　

勝
山
文
化
セ
ン
タ
ー　

　

受
付　

午
前
�
時　

分
〜
�
時

��

Ｅ
コ
ー
ス　

　

湯
原
新
緑
の
霞
ケ
丘
森
林
公
園
コ
ー
ス
…　

㌔
��

　

集
合
場
所　

下
湯
原
温
泉
ひ
ま
わ
り
館　

　

受
付　

午
前
�
時　

分
〜
�
時

��

Ｆ
―
１
コ
ー
ス　

　

美
甘
ま
る
ご
と
コ
ー
ス
…
�
㌔

Ｆ
―
２
コ
ー
ス　

　

美
甘
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
…
�
㌔

　

集
合
場
所　

ク
リ
エ
イ
ト
菅
谷
（
美
甘
）　

　

受
付　

午
前
�
時　

分
〜
�
時

��

参
加
費
（
真
庭
市
民
の
場
合
）

　

一
般
（
�
日
間
）
�
�
�
�
円

　

小
・
中
学
生
（
�
日
間
）　

�
�
�
円

�
�
日
の
み
の
参
加
の
場
合
も
右
記
の
参
加
費

　

と
な
り
ま
す
。

�
参
加
記
念
品
が
あ
り
ま
す
。
昼
食
は
あ
り
ま

　

せ
ん
の
で
、
必
要
な
方
は
弁
当
を
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
。

　

新
緑
の
観
光
回
廊
真
庭
を
み
ん
な
で
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
す
ば
ら
し
い
風

景
と
温
か
い
人
情
や
歴
史
と
の
ふ
れ
あ
い
、
特
産
品
や
温
泉
な
ど
を
満
喫
し
て
、
心
身
と
も
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

勝山町並み保存地区

お問い合わせは各担当部局へ

蒜山高原 クリエイト菅谷

湯原温泉「砂湯」

��
��
��
��
�
��
��
��
	�



観
光
回
廊
真
庭
ゆ
っ
た
り
ウ 
ォ 
ー 
ク
����

企
画
観
光
部 
観
光
振
興
課　

℡
�
�
�
���

�
�
�
�
�

��

��������
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����
�
�
�
�
�

産
業
部  
農
業
振
興
課　

℡
�
�
�
���

��
�
�
�

��

　

市
で
は
、
新
た
に
農
業
を
始
め
た
い
、
栽
培
技
術
を
習
得
し
た
い
と
い
う
中
高
年
の
方

を
対
象
に
し
た
「
真
庭
い
き
い
き
帰
農
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。
農
業
に
興
味
の
あ
る
方
、

ま
た
、
新
た
な
品
目
栽
培
を
考
え
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

開
講
講
座　

�
コ
ー
ス

・
果
樹
コ
ー
ス
（
ピ
オ
ー
ネ
）

・
野
菜
コ
ー
ス
（
ナ
ス 
ほ
か
）

募
集
人
数　

各
コ
ー
ス　

名
程
度

��

　

原
則
と
し
て
市
内
在
住
者
で
、
将
来
的
に
農

産
物
の
販
売
を
志
向
さ
れ
る
中
高
年
の
方
が
対

象
で
す
が
、
希
望
が
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

講
師　

　

岡
山
県
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー
普
及
員
、

Ｊ
Ａ
ま
に
わ
落
合
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
職
員
、

農
業
関
係
団
体
の
方

参
加
登
録
料　

�
�
�
円
（
資
料
代
な
ど
）

　

参
加
登
録
料
は
�
月　

日
の
開
講
式
受
付
の

��

際
に
徴
収
し
ま
す
。

応
募
方
法　

　

農
業
振
興
課
（
久
世
庁
舎
内
）
ま
た
は
各
支

局
窓
口
に
申
込
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
必

要
事
項
を
明
記
し
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

�
月　

日
�

��

注
意
点　

今
年
度
は
�
回
程
度
の
講
座
・
現
地

講
習
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
下
記
の
表
は

�
月
ま
で
の
日
程
で
す
。

日程（ �月まで）コース

�／���
産地・直売所
など視察

�／���　講座・実習�／��
合同講座

�／���　講座・実習�／���　
開講式・
合同講座

果樹コース

�／���　講座・実習�／��　講座・実習野菜コース

ピオーネの芽かきの作業 ナスの圃場で実習

��月の狂犬病予防注射予備日程をお知らせします。生後��日以上の犬が対象となります。

������������������	 市民生活部 環境課　
℡����―��―����

予防注射にかかる費用
　登録してある犬は�����円　
　登録のない犬（登録手数料込み）は�����円

北房地区

��
�

水田新町消防器庫①�：��～�：��
ＪＡびほく上水田支店②��：��～��：��
コスモスドーム③��：��～��：��
なかつい陣屋駐車場④��：��～��：��

落合地区

��
�

JA 上河内支所①�：��～�：��
下河内コミュニティハウス②��：��～��：��
西原縦貫道ボックス③��：��～��：��
古見ふれあいの館④��：��～��：��
太田集会所⑤��：��～��：��
津田コミュニティハウス⑥��：��～��：��

落合地区

��
�

関コミュニティハウス①�：��～�：��
ＪＡ美川支所②��：��～��：��
鹿田公民館③��：��～��：��
旧ＪＡ下方事業所④��：��～��：��
天津小学校⑤��：��～��：��
落合庁舎⑥��：��～��：��

久世地区��
�

目木勤労者研修センター①�：��～��：��
久世公民館②��：��～��：��

勝山地区
��
�

富原基幹集落センター①��：��～��：��
月田公民館②��：��～��：��
勝山庁舎③��：��～��：��

湯原・美甘地区
�	
�

湯原支局①��：��～��：��
二川出張所②��：��～��：��
美甘支局③��：��～��：��

蒜山地区
��
�

中和出張所①�：��～��：��
川上出張所②��：��～��：��
蒜山振興局③��：��～��：��
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幼
保
一
元
化
へ　

　

保
育
園
と
幼
稚
園
の
機
能
や
役
割
な
ど
双
方

の
良
い
と
こ
ろ
を
融
合
し
た
認
定
こ
ど
も
園

「
落
合
こ
ど
も
園
」が
新
し
く
オ
ー
プ
ン
す
る
な

ど
、
真
庭
市
で
は
幼
保
の
一
元
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。

多
子
軽
減
の
対
象
施
設
が
拡
大

　

保
育
園
を
同
一
世
帯
か
ら
�
人
以
上
同
時
に

利
用
し
た
場
合
に
は
、
保
育
料
が
�
人
目
は
�

分
の
�
、
�
人
目
以
降
は　

分
の
�
に
な
り
保

��

護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
は
、
保
育
園
に
加
え
て
、
さ
ら

��
に
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園
を
同
時
に
利
用
し

た
場
合
で
も
、
保
育
料
の
減
額
措
置
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

������������������� 健康福祉部 子育て健康推進課
℡  ������������

　「保育園に預けたいけど、保育料が高すぎて…」

という声をよく耳にします。真庭市では、��年度

から保育料を国の基準に準じた�階層から、市独

自の��階層に細分化するとともに、�歳未満児の

保育料を重点に軽減し、�歳以上児の保育料につ

いても幼稚園との格差を是正するなど、保育料を

改めました。

平成��年度真庭市立保育園費用徴収金基準額表

落合こども園（落合垂水）の入園式、１０７人が入園しました

基準額（月額） 単位：円入所措置児童の属する世帯の階層区分

�歳
以上児

��歳児
�����
歳児

定　　　義
階層
区分

���
生活保護法による
被保護世帯

（単給世帯を含む）
第�

���������������
市町村民税
非課税世帯

第
�
階
層
お
よ
び
第
�
〜　

階
層
を
除
き
、

��

前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
の
額
の
区
分
が

次
の
区
分
に
該
当 

第�

������������������均等割

市
町
村
民
税

課
税
世
帯　

第�

������������������
�����円
未満

第�

������������������
�����円
以上

第�

������������������
前年分の所得税額
�����円未満

第
�
階
層
を
除
き
、前
年
分
の
所
得
税
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
、

そ
の
所
得
税
の
額
の
区
分
が
次
の
区
分
に
該
当　
　
　
　
　

第�

������������������
�����円以上
������円未満

第�

������������������
������円以上
������円未満

第�

������������������
������円以上
������円未満

第�

������������������
������円以上
������円未満

第��

������������������
������円以上
������円未満

第��

������������������
������円以上
�������円未満

第��

������������������
�������円以上
�������円未満

第��

������������������
�������円以上
�������円未満

第��

������������������
�������円以上
�������円未満

第��

������������������
�������円以上
�������円未満

第��

�������������������������円以上第��
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ラス ト ワン マ イ ル事業

加入説明会日程
企画観光部  情報推進課 ℡ ������������

開催場所日

相愛（相愛部落多目的生活共同化施設）

���
中通・惣広　午後�時～
（中通部落多目的生活共同施設）

上旦土・高茂・尾平（津田コミュニティハウス）

中旦土・滝の畝（中旦土集会所）

��� 下旦土（下旦土集会所）

北房全域（北房文化センター）

野原（野原コミュニティハウス）

���
下見上・下見下（下見集会所）

上法上・上法下・中法・下法
（法界寺コミュニティハウス）

東谷上・東谷中・東谷下
（東谷コミュニティハウス）���

西谷上・西谷中・西谷下・王子（西谷公会堂）

宿�・宿�・宿�（宿公民館）���

宿�・宿�・宿�（宿公民館）

��� 追分・駅前東・駅前西・高下・時信
（キリタローの館）

持家・安行（安行集会所）
���

元定・釜谷（中河内コミュニティ）

赤田・八幡（中河内コミュニティ）

��� 久保谷（久保谷集会所）

宮の上・日の爪（下河内コミュニティ）

岡・土井谷（岡部落公会堂）

��� 日名（日名公会堂）

峪田（峪田公会堂）

西河内上（西河内上公会堂）
���

河原・仲仙道（西河内コミュニティ）

　�月は落合の津田、河内地区を対象に説明会を

開催します。テレビ、電話、インターネットとい

った現在の生活に大きく関わる事業です。下記の

日程の説明会に、お越しいただきますようにお願

いします。

落合地区 ��������������

お問い合わせは各担当部局へ

�
歳
以
上
�
歳
未
満
児
の
場
合

　

第
�
子
は
月
額
�
千
円
か
ら
�
万
円
に
増
額

　

第
�
子
は
月
額
�
千
円
か
ら
�
万
円
に
増
額

　

第
�
子
以
降
は
現
行
ど
お
り
月
額
�
万
円

�
歳
以
上
児
の
場
合　
　

　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
、
第
�
子
と
第
�
子
が

月
額
�
千
円
、
第
�
子
以
降
は
月
額
�
万
円
と

な
り
ま
す
。

※
第
�
子
お
よ
び
第
�
子
の
手
当
額
は
�
歳
到

達
後
の
翌
月
か
ら
、
月
額
�
千
円
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

※
今
回
の
改
正
に
関
わ
る
手
続
き
を
行
う
必
要

　

は
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
福
祉
部 
子
育
て
健
康
推
進
課

℡
�
�
�
���

��
�
�
��
�
�

��

　

�
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
児
童
手
当
が
、
一
律
�
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
�
月
に
支
給
す
る
平
成

　

年
�
月
分
か
ら
、
�
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
児
童
手
当
の
額
が
、
月
額
�
千
円
か
ら
月
額
�
万
円

��に
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
��
��
�
�
�
����
�

児 
童
手 
当

（ 月 額）

　開催時間は特別に明記しているもの以外は午後

�時��分から開催します。



市
教
育
委
員
会
職
員
の
解
説
を
受
け

な
が
ら
見
学
で
き
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�   
午
後
�
時
〜

��

　

（
雨
天
決
行
）

場
所　

真
庭
市
立
蒜
山
郷
土
博
物
館

　

（
蒜
山
上
長
田
）

参
加
費　

無
料
（
小
学
生
以
下
は
保

　

護
者
同
伴
）

申
込
期
限　

�
月　

日
�
ま
で
に
、

��

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

古
代
吉
備
文
化
財

　

セ
ン
タ
ー
考
古
学
野
外
講
座
係

　

℡
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

参
加
費　

無
料

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

平
日
に
の
ん
び
り
野
山
を
歩
い
て

み
ま
せ
ん
か
。
ま
に
わ 
山  
歩 
は
、
山

さ
ん 

ぽ

登
り
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
目
的
で
は

な
く
、
動
植
物
の
観
察
を
通
じ
て
、

市
内
各
地
域
の
特
色
を
学
ぶ
講
座
で

す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
歩

く
の
で
、
足
腰
に
自
信
の
な
い
方
で

も
大
丈
夫
で
す
。
当
日
、
時
間
ま
で

に
集
合
場
所
に
集
ま
る
だ
け
で
参
加

で
き
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前　

時
〜

��

��

　

（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ

　

い
の
里
（
蒜
山
下
和
）

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

津
黒
い
き
も
の
ふ

　

れ
あ
い
の
里

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
商
工
会
青
年
部
（
落
合
エ
リ

ア
）
が
毎
年
主
催
し
て
い
る
「
旭
川

い
か
だ
祭
り
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
早
下
り
の
部
、
レ
デ
ィ
ー
ス

の
部
、
ゆ
う
ゆ
う
下
り
の
部
が
あ
り

ま
す
。
規
格
や
競
技
方
法
な
ど
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
自
作

の
い
か
だ
で
、
賞
金　

万
円
を
目
指

��

し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

�
月　

日
�

��

参
加
費　

�
、�
�
�
円
（
�
艇
）

申
込
締
切　

�
月　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

真
庭
商
工
会
青
年

　

部
（
落
合
エ
リ
ア
）

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

大
小
十
数
基
の
古
墳
か
ら
な
る
、

国
指
定
史
跡
「
四
ツ
塚
古
墳
群
」
や

そ
の
出
土
品
な
ど
を
、
岡
山
県
古
代

吉
備
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職
員
と
真
庭

����������

�������������

����������

�������������

����������

�������������

�����������

�������������

����

�������������

����

�������������

����

�������������

�����

�������������

�����

�������������

�������

�������������

支局代表電話番号
（総務振興課・出張所）

真庭市の人口

��������	
��
����

����������	
����


����������	
����


������������	
���

���������	

���������	
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自
然
豊
か
な
真
庭
に
生
息
し
て
い

る
野
鳥
を
観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
は
、
宮
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
で

観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。
暖
か
な
春

の
日
差
し
の
中
で
野
鳥
を
観
察
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
前
�
時
集

��

　

合
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所　

宮
芝
ス
ポ
ー
ツ
会
館　

　

（
久
世
）

�
月
の
環
境
学
習

春
の
野
鳥
観
察
会

 
考
古
学
野
外
講
座

 
蒜
山
の
古
墳
を
歩
こ
う

真庭絵手紙友の会

�������

第
�
回
ま
に
わ
山
歩
（
さ
ん
ぽ
）

の
ん
び
り
野
山
を
歩
こ
う

　真庭絵手紙友の会では、 1 0周年
を記念して「ありがとう展」を開催
します。日ごろはなかなか言葉に出
して言えない「ありがとう」を、絵
手紙で描いてみました。

日時　�月��日�～��日�　
　��：��～��：��（��日は��時まで）
場所　勝山文化センター
問い合わせ先　会代表   豊田京子
　℡�������������

旭
川
い
か
だ
祭
り

自
作
の
い
か
だ
で
ご
参
加
を

  岡山県北の和太鼓集団�団体が真庭に集合   ［特別出演：　太鼓（石川県）］

和 太 鼓フ ェ ス テ ィ バ ル
�月 ��日�  �������　久世エスパスランド土広場 入場無料
■主催　 夏彩和太鼓フェスティバル実行委員会　■問い合わせ先　久世エスパス振興財団　℡������������

ほのお
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ロ
マ
ネ
ス
ク
遷
喬
の
会
が
、
落
語

家
、
桂
南
光
の 
噺 
を
聞
く
会
を
開
催

は
な
し

し
ま
す
。

日
時　

�
月　

日
�　

午
後
�
時
〜

��

場
所　

旧
遷
喬
尋
常
小
学
校

入
場
料　

�
、�
�
�
円

※
座
布
団
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

お
子
さ
ま
の
ご
入
場
は
ご
遠
慮
願

　

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

松
坂
内
科

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
度
の
排

��

水
設
備
指
定
工
事
店
を
募
集
し
ま

す
。
真
庭
市
内
の
下
水
道
に
接
続
す

る
工
事
は
、
市
の
指
定
を
受
け
た
業

者
し
か
行
な
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
指
定
を
希
望
す
る
業
者
は
、
受

付
期
間
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

�
月
�
日
�
〜　

日
�

��

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

蒜
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
ハ
ー
ビ
ル

は
、
今
年
か
ら
シ
ー
ズ
ン
券
を
発
行

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
入
場
時

に
本
人
か
ら
の
提
示
が
あ
れ
ば
、
営

業
期
間
内
に
何
度
で
も
入
場
い
た
だ

け
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

の
咲
き
乱
れ
る
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
も
有

効
で
す
。
四
季
の
移
り
変
わ
り
と
と

も
に
表
情
を
変
え
る
ハ
ー
ビ
ル
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

料
金　

�
�
�
円

営
業
期
間　

雪
解
け
〜　

月
下
旬

��

　

蒜
山
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
で
は
、
真
庭

市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
乗
馬

ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
す
。
雄
大
な

自
然
の
中
で
馬
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
、
乗
馬
技
術
を
習
得
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
ス
ク
ー
ル
を
終
了
す
る
と
、

�
全
国
乗
馬
倶
楽
部
振
興
協
会
が
発

行
す
る
乗
馬
ラ
イ
セ
ン
ス
（
�
級
）

が
発
行
さ
れ
ま
す
。

場
所　

蒜
山
ホ
ー
ス
パ
ー
ク
（
蒜
山

　

中
福
田
）

時
間　

平
日
午
前
�
時
〜
午
後
�
時

レ
ッ
ス
ン
時
間　

�
回
あ
た
り　

分
��

　

×
�
回
実
施

　

受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
蒜
山
ホ

ー
ス
パ
ー
ク
（
℡
�
�
�
�
（　

）
��

�
�
�
�
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

茶摘みが体験できます

富 原 お 茶 祭り

①最新パソコン体験コーナー（無料）
　��：��～��：��
②セミナー（無料）
・インターネットの安全な使い方（Ｖｉｓｔａ）
　第�回…��：��～��：��
　第�回…��：��～��：��
・��������	��
����
�������
������������
　��：��～��：��
参加料は無料、セミナー定員は各回��
名で先着受付順となります。Ｅメールま
たはハガキでお申し込みください。
　
セミナー申し込み先
〒��������  真庭市勝山��番地�
真庭市企画観光部情報推進課
Ｅメール ｊｏｈｈｏｈ @ ｃｉｔｙ�ｍａｎｉｗａ�ｌｇ�ｊｐ
（※希望セミナーを記入）

�月�日� �：��～   富原小学校校庭

問
い
合
わ
せ
先　

蒜
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー

　

デ
ン
ハ
ー
ビ
ル  
℡
�
�
�
�（　

）
��

　

�
�
�
�

　
　

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
あ
ら
ゆ

��
る
事
柄
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
司
や

心
理
判
定
員
が
相
談
に
応
じ
、
皆
さ

ん
と
と
も
に
問
題
の
解
決
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
心
身
障
害
・
し
つ
け
・

性
格
・
非
行
・
養
育
な
ど
で
お
悩
み

の
方
は
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市
内
を
巡
回
し
て
い
ま
す
の
で
、
開

催
日
、
開
催
場
所
な
ど
詳
し
く
は
子

育
て
健
康
推
進
課
（
℡
�
�
�
�

（　

）�
�
�
�
）
ま
で
問
い
合
わ
せ

��く
だ
さ
い
。

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

　

予
約
が
必
要
で
す
。
秘
密
は
厳
守

　

し
ま
す
。

問い合わせ先　勝山支局総務振興課　℡������������

���

■日程   �月��日（土）
■会場  八束コミュニティセンター
　　　（蒜山富山根）

���������������

���������������
�

久
世
南
光
亭

 
寄
席
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す

あ
り
が
と
う
� 
周 
年

真庭市勝山健康増進施設

水  夢スイム
�����������	
��
�

スイ ム

��������	
��

������������	
��

��������	
��
��������	
��
��������	
�

開館時間　平日･土  ��：��～��：��
　日・祝日  ��：��～��：��
休館日　毎週火曜日
問い合わせ先　 真庭市健康増進施設
　水夢　℡������������

 
真
庭
市
排
水
設
備
指
定
工
事
店

 
募
集
し
て
い
ま
す

 
ハ
ー
ビ
ル 
シ
ー
ズ
ン
券

 
四
季
の
ハ
ー
ブ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

 
津
山
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

 
子
育
て
な
ど
で
お
困
り
の
方
は

 
市
民
乗
馬
ス
ク
ー
ル

 
馬
と
親
し
み
ま
せ
ん
か



手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
国
民
健
康
保
険
証　

②
新
た
に

　

加
入
さ
れ
た
保
険
証　

③
年
金
手

　

帳　

④
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
、
平
成　

年
�
月
�

��

日
〜
平
成　

年
�
月　

日
ま
で
の
間

��

��

に
、
高
齢
者
な
ど
が
居
住
す
る
住
宅

に
つ
い
て
、
次
の
要
件
を
満
た
す
バ

リ
ア
フ
リ
ー
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

翌
年
度
の
固
定
資
産
税
を
減
額
す
る

特
例
措
置
を
設
け
ま
し
た
。た
だ
し
、

工
事
完
了
後
�
カ
月
以
内
の
申
請
に

限
り
ま
す
。

・
自
己
負
担
額
が　

万
円
以
上
の
改

��

　

修
工
事

・
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る

　

既
存
の
住
宅　

①　

歳
以
上
の
方

��

　

②
要
介
護
認
定
ま
た
は
要
支
援
認

　

定
を
受
け
て
い
る
方
③
障
害
の
あ

　

る
方

※
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

水
道
使
用
料
の
納
付
が
隔
月
に
一
度

に
な
り
ま
す
。
地
区
に
よ
っ
て
は
水

道
使
用
料
の
請
求
日
が
変
更
に
な
り

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
地
区
に
よ
っ
て
検
針
日
程
が
違
い

　

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
別
途
ご
案

　

内
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
の
た
め
、
�

月　

日
�
〜　

日
�
ま
で
米
子
自
動

��

��

車
道
蒜
山
〜
米
子
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
が
上
下
線
と
も
通
行
止
め
に
な

り
ま
す
。
時
間
は
期
間
中
の
午
後
�

時
〜
翌
日
の
午
前
�
時
ま
で
で
す
。

荒
天
の
場
合
は　

日
�
の
朝
ま
で
工

��

事
期
間
が
延
び
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
通
行
止
め
に
つ
い
て
は
西
日
本

高
速
道
路
㈱
中
国
支
社
米
子
管
理
事

務
所（
℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�
）

��

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日急患担当医

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

入
院
時
の
食
事
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
。

対
象
と
な
る
の
は
、
真
庭
市
国
民
健

康
保
険
加
入
者
、
ま
た
は
真
庭
市
老

人
保
健
医
療
受
給
者
の
方
で
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
、
ま
た
は　

歳
以
上

��

で
、
税
制
改
正
に
よ
り
住
民
税
非
課

税
世
帯
か
ら
課
税
世
帯
と
な
っ
た
方

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

こ
れ
ま
で
、
真
庭
市
の
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
日
程
は
合
併
前
と
変
更
な

く
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
�
月

か
ら
全
地
区
隔
月
検
針
に
統
一
し
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、メ
ー
タ
ー
検
針
、

��������	

　

平
成　

年
度
の
軽
自
動
車
税
の
納

��

付
期
限
は
�
月　

日
�
で
す
。
市
税

��

（
市
民
税
・
固
定
資
産
税
・
国
民
健
康

保
険
税
）
は
各
月
最
終
日
（
休
み
の

場
合
は
翌
月
最
初
の
平
日
）
で
す
。

た
だ
し
、　

月
は　

日
�
に
な
り
ま

��

��

す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
就
職
さ

れ
、
社
会
保
険
な
ど
に
変
更
に
な
る

場
合
、
国
民
健
康
保
険
の
喪
失
届
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
届
出
は
、
新
た

な
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
た
日
か
ら

原
則　

日
以
内
と
な
っ
て
お
り
ま

��

す
。
ま
だ
届
出
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。

���憲法記念日
���みどりの日
���こどもの日
���立夏
����母の日
����小満
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市
税
の
納
付
期
限

お
忘
れ
な
く

真
庭
市
水
道
メ
ー
タ
ー

水
道
の
検
針
日
程
が
変
わ
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
喪
失
届

お
早
め
に

住
宅
改
修
に
伴
う
減
税
措
置

新
た
に
設
け
ま
し
た

入
院
時
食
事
代
減
額
制
度

ご
利
用
く
だ
さ
い

春交通安全
の県民運動

高めよう交通マナ ー
家庭･地域･職場か ら

����������������

米
子
自
動
車
道
夜
間
通
行
止
め

 
ご
注
意
く
だ
さ
い

�����

�落合病院・落合
���������		

�
�米田医院（内）・勝山
����������	
�

�����

�湯原温泉病院・湯原�
�������������
�杉山医院（内）・久世
���������	�
�
�牧原医院（外）・北房
������������	

�������

�河本病院・落合�
����������	�	
�谷田医院（外）・八束
�������������

�����

�勝山病院・勝山
����������	�	
�イケヤ医院（内）・久世
����������	��
�さくもとクリニック（外）・北房
�����������		

������

�金田医院・落合�
���������		
	
�中井医院（内）・勝山
�������������

������

�湯原温泉病院・湯原
��������������
�まにわ整形外科（外）・久世
����������	��
�廣恵医院（内）・北房
������������	

������

�落合病院・落合
���������		

�
�宮島医院（内）・勝山
������������	

�

�����

�金田病院・落合
���������		
	�
�中井医院（内）・勝山
�������������

����

マナーを守り交通事故の無い真庭へ



�� MANIWA

　

平
成　

年
商
業
統
計
調
査
が
�
月

��

�
日
を
基
準
日
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
公
営
・
民
営
を
問
わ

ず
、「
も
の
」
を
売
買
し
て
い
る
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の

活
動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の

統
計
調
査
で
す
。
�
月
下
旬
か
ら
�

月
中
旬
に
か
け
て
、
調
査
員
が
調
査

票
の
配
布
と
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す
。
統
計
調
査
関
係
者
は
、
調
査
で

知
り
得
た
こ
と
を
他
に
漏
ら
す
こ
と

は
統
計
法
で
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
調
査
内
容
は
統
計
以
外

の
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

企
画
政
策
課　
　

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

岡
山
県
警
察
・
交
通
安
全
協
会
で

は
、
平
成　

年
秋
の
優
良
運
転
者
の

��

表
彰
を
行
な
い
ま
す
。
表
彰
を
希
望

さ
れ
る
方
は
各
支
局
・
警
察
署
に
あ

る
申
告
書
に
無
事
故
無
違
反
証
明
書

を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

表
彰
の
種
別　

①
業
務
優
良
運
転
者

　

（
主
と
し
て
仕
事
で
運
転
）
�
年
、

　
　

年
、　

年
以
上　

②
一
般
優
良

��

��

　

運
転
者
（
仕
事
以
外
で
日
常
的
に

　

運
転
）　

年
、　

年
以
上

��

��

申
告
の
要
件　

表
彰
種
別
の
期
間
が

　

無
事
故
・
無
違
反
で
あ
る
こ
と
。

受
付
締
切　

�
月　

日
�

��

※　

年
度
か
ら
表
彰
は
年
�
回
秋
の

��

　

み
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

�
月
�
日
か
ら
�
日
ま
で
の
�
週

間
は
憲
法
週
間
で
す
。　

世
紀
は「
人

��

権
の
世
紀
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

身
近
な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決

に
向
け
て
取
り
組
み
、
一
人
ひ
と
り

が
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
明
る
く

住
み
よ
い
社
会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

　

真
庭
市
で
は
公
共
工
事
の
入
札
お

よ
び
契
約
の
適
正
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
き
、
予
定
価
格
�
�

�
万
円
以
上
の
公
共
工
事
落
札
額
を

公
表
し
て
い
ま
す
。　

入
札
日　

平
成　

年
�
月
�
日

��

工
事
名　

落
合
公
民
館
休
憩
施
設
整

　

備
工
事

工
事
場
所　

落
合
垂
水
地
内

発
注
課　

産
業
部
林
業
振
興
課

落
札
者　

㈱
酒
井
工
務
店

落
札
額　

�
�
、�
�
�
、�
�
�
円

　

（
税
抜
き
）

問
い
合
わ
せ
先　

管
財
課

　

℡
�
�
�
�（　

）�
�
�
�

��

�
医
療
法
人
社
団
井
口
会
総
合
病
院

　

落
合
病
院
よ
り
、
落
合
こ
ど
も
園

　

の 
緞  
帳 
お
よ
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

ど
ん 

ち
ょ
う

　

外
式
除
細
動
器
）
�
台
を
い
た
だ

　

き
ま
し
た
。

�
ト
マ
ト
銀
行
よ
り
、
横
断
旗
一
式

　

お
よ
び
夜
光
だ
す
き
一
式
を
い
た

　

だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
ま
に
わ
�
月
号
の　

ペ
ー

��

ジ
、「
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
サ
ー

ビ
ス
開
始
後
の
お
問
い
合
わ
せ
」
に

掲
載
し
ま
し
た
「
告
知
放
送
・
市
内

無
料
電
話
」
お
よ
び
「
真
庭
ひ
か
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
加
入
申
し
込
み
」
の

問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

し
ま
す
。

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
岡
山
支
店
行
政
サ

　

ー
ビ
ス
受
付
担
当

�誤
 

℡
�
�
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

�正
 

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
岡
山
支
店
ひ
か
り

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
担
当

�誤
 

℡
�
�
�
�（
�
�
�
�
）�
�
�
�

�正
 

℡
�
�
�
�（
�
�
�
）�
�
�
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

秘
書
広
報
課

商
業
統
計
調
査

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

優
良
運
転
者
表
彰
の
募
集

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う

入
札
結
果

お
知
ら
せ
し
ま
す

篤
志
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

お
詫
び
と
訂
正

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

�����
��������	


温泉入浴施設
　市が運営にかかわる市内の温泉入
浴施設は、市民料金が設定してあり
ます。運転免許証など市民であるこ
とが証明できるものを受付に提示し
てご利用ください。

対象施設　下湯原温泉、足温泉館、
湯原ふれあい交流センター（湯本
温泉館）、市営津黒高原荘、蒜山や
つか温泉快湯館
問い合わせ先　観光振興課　
　℡������������

蒜山やつか温泉快湯館

国 土調査
ご 協 力願いま す

��������	
��
�

��������	��
��

��������	
��
�

��������	
��
�

��������	
��
�

��������	
��
�

��������	
��
�

��������	�
��

問い合わせ先

�都市住宅課  ℡������������

  （担当地区：勝山、落合、湯原、

　美甘）

�蒜山振興局内 国土調査係

　℡������������

　（担当地区：川上、中和）

勝山　三田

落合　西河内の一部

湯原　湯原温泉の一部

美甘　田口の一部

川上　蒜山上福田の一部

中和　蒜山別所の一部

実
施
地
区
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今
月
の
テ
ー
マ（
�
月
号
で
募
集
）

端
午
の
節
句

読者の広場は皆さんから
寄せられたハガキなどで
つくるページです。
今 月は寄せられたお便り
��通の中からチ ョ イス

　

皆
さ
ん
ぜ
ひ
、
旧
遷
喬
尋
常
小
学

校
で
開
催
し
て
い
る
「
端
午
の
節
句

祭
」
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
五
月
人

形
や
鯉
の
ぼ
り
な
ど
端
午
の
節
句
に

ま
つ
わ
る
も
の
を
飾
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
節
句
祭
を
始
め
た
の
は
今
か
ら

�
年
前
、
五
月
人
形
を
一
同
に
集
め

て
飾
っ
て
み
て
は
と
酒
飲
み
仲
間
に

持
ち
か
け
た
と
こ
ろ
、
乗
り
気
に
な

っ
て
「
久
世
を
愛
す
る
恋
の
ぼ
り
の

会
」
を
発
足
。
家
庭
に
眠
っ
て
い
る

五
月
人
形
な
ど
を
募
る
と
、
多
く
の

皆
さ
ん
の
ご
好
意
で
た
く
さ
ん
の
も

の
が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
合

併
し
ま
し
た
が
今
で
も
地
域
を
元
気

�
月
�
日
ま
で
開
催

岡
田 
健
さ
ん（
久
世
）

▼

PN イカサマ少年A

▼

PN くるみん

▼

井上もなか

に
し
た
い
と
思
う
気
持
ち
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。
節
句
祭
は
�
月
�

日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

我
が
家
で
初
め
て
の
「
端
午
の
節

句
」
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
い
の

ぼ
り
を
揚
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
山
か
ら
ヒ
ノ
キ
を
切
り
出
す
の

で
す
が
、　

㍍
を
超
え
る
生
木
で
す

��

か
ら
重
い
重
い
。
大
人
�
人
が
か
り

で
運
び
ま
し
た
。
そ
し
て
、
樹
皮
を

む
い
て
表
面
を
滑
ら
か
に
し
て
、
先

端
に
飾
り
を
と
り
つ
け
て
、
立
ち
上

げ
て
…
と
い
う
か
重
す
ぎ
て
�
人
で

多くの五月人形がならぶ会場

は
立
ち
上
が
ら
な
い
、
さ
ら
に
大
人

�
名
が
加
わ
っ
て
や
っ
と
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
し

て
も
、
高
い
の
な
ん
の
。
屋
根
よ
り

高
い
！
気
付
く
と
一
番
ワ
ク
ワ
ク
し

て
い
る
の
は
わ
た
し
で
し
た
（
笑
）。

は
や
る
気
持
ち
を
抑
え
て
揚
げ
て
み

た
ら
、
と
っ
て
も
キ
レ
イ
に
泳
い
で

く
れ
ま
し
た
。
息
子
を
抱
い
て
、
し

ば
ら
く
ボ
ー
っ
と
眺
め
ま
し
た
。
親

と
な
っ
て
見
る
鯉
の
ぼ
り
は
感
慨
深

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
鯉
の
よ
う
に

立
派
に
成
長
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
た

一
日
で
し
た
。

　

�
人
目
と
な
る
赤
ち
ゃ
ん
が
お
な

か
に
で
き
、
娘
�
人
を
連
れ
て
産
婦

人
科
に
検
診
に
行
っ
た
と
き
の
こ

と
。
性
別
を
聞
く
と
男
の
子
と
い
う

こ
と
で
す
。「
お
母
さ
ん
、
良
か
っ
た

ね
」
娘
の
言
葉
に
涙
が
あ
ふ
れ
て
き

ま
し
た
。
元
気
な
子
ど
も
を
授
か
れ

ば
ど
ち
ら
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
周
り
か
ら
男
の
子
を
期
待

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た

か
ら
で
し
ょ
う
。
無
事
に
男
の
子
を

出
産
し
て
、
今
年
で
�
年
に
な
り
ま

す
。
子
ど
も
の
日
は
、
家
族
み
ん
な

で
手
料
理
を
作
っ
て
祝
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
�
人
の
子
ど
も
た

ち
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

　

一
人
目
の
男
の
子
が
生
ま
れ
た
と

き
、
と
に
か
く
初
め
て
の
こ
と
な
の

で
端
午
の
節
句
は
盛
大
に
祝
い
ま
し

た
。
鯉
の
ぼ
り
も
実
家
か
ら
お
父
さ

ん
鯉
が
� 
㍍ 
も
あ
る
大
き
な
も
の
を

い
た
だ
い
た
の
で
、
約　

㍍ 
の
本
格

��

的
な
支
柱
を
立
て
ま
し
た
。
�
人
目

も
男
の
子
で
し
た
。
吹
き
流
し
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
子
ど
も
鯉
の

下
に
新
た
に
、
少
し
小
さ
い
鯉
を
付

け
足
し
ま
し
た
。
�
人
目
も
男
の
子

で
し
た
。
さ
ら
に
子
ど
も
鯉
を
付
け

足
し
ま
し
た
。
�
人
目
も
な
ん
と
男

の
子
、さ
ら
に
鯉
を
付
け
足
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
支
柱
が
長
年
の
傷
み
と
鯉

の
重
さ
に
耐
え
き
れ
ず
、
先
が
折
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
何
も
し
て
あ

げ
な
い
の
は
か
わ
い
そ
う
な
の
で
、

急
き
ょ
竹
を
立
て
て
新
調
し
た
� 
㍍

 
の
子
ど
も
鯉
だ
け
を
揚
げ
ま
し
た
。

そ
れ
が
よ
か
っ
た
の
か
、
�
人
と
も

元
気
に
育
っ
て
い
ま
す
。

空を泳ぐこいのぼり

大
倉
康
男

願
い
を
こ
め
て

　
 
と
う
ち
ゃ
ん（
蒜
山
上
長
田
）

PN

成
長
が
楽
し
み

　
 
ま
る
ち
ゃ
ん（
多
田
）

PN

大
き
さ
よ
り
も
気
持
ち

西
田
文
子
さ
ん（
田
原
山
上
）



　真庭市は旭川水系のおかげ

で、水資源に恵まれています。

その川のエピソードを200字程

度で送ってください。

（川遊び、魚釣り、 淵 、川と環
ふち

境、昔と現在の様子など）

　お便りは、同封したはがきをご

利用ください。お送りいただく場

合は、必ず住所、氏名、年齢、電話

番号を明記してください。

川柳の締め切 り は��������です 。

�川柳の兼題は「約束」
�イラストや 絵はがき
�広報まにわへのご意見や

ご感想、また皆さんの身近

な出来事などもお寄せく

ださい。市内で開催された

行事に参加した感想でも

結構です。

��月号の読者の広場
のテーマは

「川」 です。

お
便
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す
!

▼

PN ゆうびんちゃん

▼

PN CHIHIRO

▼

PN アルベルトB

�� MANIWA

　

広
報
ま
に
わ
�
月
号
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
に
早

速
乗
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
私
の
住

む
八
束
地
区
は
こ
れ
ま
で
こ
う
い
っ

た
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
も
の
が
な

く
、
合
併
前
か
ら
サ
ー
ビ
ス
の
あ
っ

た
川
上
地
区
の
方
の
話
を
聞
い
て
う

ら
や
ま
し
く
思
っ
て
い
た
も
の
で

す
。
た
だ
、
一
つ
も
っ
た
い
な
い
の

が
、
ま
だ
知
ら
な
い
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
話
を
聞
け

ば
、
利
用
状
況
に
よ
っ
て
は
路
線
の

見
直
し
も
あ
る
と
か
。
知
人
に
話
を

し
た
ら
、「
早
速
使
っ
て
み
た
い
」
と

の
こ
と
。
今
後
も
市
民
に
愛
さ
れ
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

川
東
小
学
校
に
通
う
子
ど
も
た
ち

の
下
校
に
付
き
そ
う
「
赤
野
子
供
み

ま
も
り
隊
」を
地
区
で
始
め
ま
し
た
。

赤
野
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
、
登
校

時
は
集
団
登
校
で 
赤  
野  
乢 
を
越
す
最

あ
か 

の 

だ
わ

短
の
通
学
路
を
通
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
下
校
時
は
学
年
に
よ
っ
て
下
校

時
間
が
違
う
の
で
、
日
中
で
も
薄
暗

く
人
通
り
の
少
な
い
赤
野
乢
は
通
ら

ず
、
落
合
駅
の
あ
る
西
原
地
区
を
経

由
し
て
帰
宅
し
て
い
ま
し
た
。昨
年
、

地
区
で
座
談
会
を
開
い
た
と
き
に
、

子
ど
も
た
ち
の
安
心
・
安
全
を
守
れ

な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
意
見
が
あ

り
、
今
回
の
み
ま
も
り
隊
の
結
成
に

至
っ
た
も
の
で
す
。
�
月
か
ら
は
下

校
時
を
�
回
の
便
に
分
け
て
、
大
人

が
付
き
添
っ
て
赤
野
乢
を
帰
宅
し
て

い
ま
す
。
地
域
の
課
題
解
決
は
行
政

の
協
力
も
必
要
で
す
が
、
皆
で
話
し

合
え
ば
良
い
解
決
方
法
を
見
つ
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。
地
区
の
皆
さ
ん
が

み
ま
も
り
隊
に
参
加
し
て
く
れ
た
の

で
、
お
互
い
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
こ
か
ら
は
広
報
ま
に
わ
を
読
ん

で
の
ご
意
見
、
お
便
り
の
一
部
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

このマークが目印です

う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス

　
 
Y
・
I（
蒜
山
下
長
田
）

PN

地
域
が
動
く

森
本
利
正
さ
ん（
赤
野
）

隊員と一緒に赤野乢を帰ります

�月号へ向けては

「山」
をテーマにお便りを募集。

　市内の山に登った感想、お

すすめのスポット、登山活動

など真庭の山の話題をお待

ちしています。�月10日�ご

ろまでにお送りください。
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す
の
で
、
ぜ
ひ
、
朝
市
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

地
域
の
良
さ
を
感
じ
て
く
だ
さ
い

太
田
博
文
さ
ん（
上
中
津
井
）

　
 
雛 
の
文
化
ま
つ
り
は
、私
た
ち「
中

ひ
な

津
井
や
ま
び
こ
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
祭
り
で
は
、 

雛 
ひ
な

人
形
と 
輿  
入 
れ

こ
し 

い

道
中
で
江
戸
期
の
町
並
み
を
再
現

し
、
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。
来

年
以
降
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
に
な
り
、
地
域
の
良
さ
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。

地
元
の
和
を
大
切
に

柴
田　

深
さ
ん（
上
徳
山
）

　

今
年
も
川
上
地
区
の 
延  
助 
部
落
の

の
ぶ 

す
け

住
民
約　

人
で
山
焼
き
を
行
い
ま
し

��

た
。
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
山
に
火

を
入
れ
る
目
的
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、

景
観
保
全
・
山
火
事
防
止
な
ど
、
昔

と
は
違
っ
た
重
要
性
を
持
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
何
よ
り
地
元
住
民
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
良

い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ

の
取
り
組
み
を
今
後
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
で
す
。

朝
市
で
待
っ
て
ま
す

森
本 
良
夫
さ
ん 　
　
　

智
子
さ
ん（
本
庄
）

　

湯
原
温
泉
あ
さ
市
が
始
ま
っ
た 

当
初
か
ら
出
店
し
て
い
ま
す
。
今
年

で　

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
年
を
重

��
ね
、
最
近
は
体
力
的
に
つ
ら
い
と
感

じ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
が
、「
今
日

は
ど
ん
な
お
客
さ
ん
が
来
ら
れ
る
か

な
ぁ
」
な
ん
て
話
を
し
な
が
ら
毎
回

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
夫
婦
力
を
あ
わ
せ
て
取
れ
た

て
の
産
品
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
ま

　 草  加  部 地区のほぼ中央に草加部小学
くさ か べ

校はあります。児童数は��人。校舎は

平成��年落成の�階建てで、幼稚園が

併設されています。幼稚園と小学校の

交流を自然な形で進め、幼小一貫教育

のもと、小規模校のメリットを最大限

発揮できる環境づくりに努めていま

す。家庭・地域・学校が志を一つにし

て『草加部っ子』の育成に取り組んで

います。

学年・性別関係なく遊ぶ児童

�������草加部���

ミュージカル・ビーボの公演

（久世エスパス　�月��日）

▼

PN 自由果実

▼

PN 寺沢 蕾
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選:川柳落合　奥山邦江さん
��������	
�川 柳 「丸い」

　

主
人
公
は
、広
報
紙
で　

「
と
な
り
町
と

の
戦
争
が
始
ま
る
」
と
知
ら
さ
れ
ま
す
。

と
な
り
町
と
戦
争
？ 
誰
が
？ 
ど
こ
で
？

　

戦
争
が
始
ま
っ
て
も
、
代
わ
り
映
え
の

な
い
日
常
。
一
方
で
、
広
報
紙
に
は
ひ
っ

そ
り
と
戦
死
者
が
載
る
よ
う
に
な
り
…
。

世
界
中
で
起
こ
る
「
争
い
」「
問
題
」
を
他

人
事
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
現
代
人
。

無
自
覚
は
消
極
的
な
加
害
者
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
本
で
す
。

��������
三崎亜記／著

　蔵書数は約������冊。図書カードを作れば、�冊（�週間）ま

で借りることができます。また、約���作品のビデオ、ＤＶＤ、Ｃ

Ｄもそろっており、貸出し可能です。毎月第�土曜日には、絵

本・紙芝居の読み聞かせ会「スマイルＫｉｄｓ」を行っています。

��������	
�
〒��������
真庭市上水田����
開館時間　��：��～��：��
　 （土・日　�：��～��：��）
休館日　月曜日、年末年始、
祝祭日（土・日の場合開館）

本の紹介

逆
境
に
め
げ
ず
育
て
た
子
が
丸
い　
　
　

田
中　

久
栄　

久
世　

原
点
に
戻
れ
ば
丸
い
風
に
な
る　
　
　
　

横
山
と
も
子　

久
世

銭
の
音
時
ど
き
丸
い
輪
が
く
ず
れ　
　
　

妹
尾　

重
美　

下
河
内

一
つ
ず
つ
捨
て
て
心
も
背
も
丸
い　
　
　

若
田
万
寿
子　

落
合
垂
水

丸
い
輪
が
発
信
し
て
る
笑
い
声　
　
　
　

楢
本　

公
枝　

上
市
瀬

丸
い
輪
が 
脹 
ら
ん
で
ゆ
く
四
世
代　
　
　

樋
口　

春
鶴　

鉄
山

ふ
く

今
日
生
き
た 
幸 
家
路
へ
の
丸
い
月　
　
　

狩
谷　

博
子　

社

さ
ち

和
や
か
に
趣
味
の
仲
間
と
丸
く
い
る　
　

菊
池
千
江
子　

本
郷

花
丸
が
お
家
へ
急
ぐ
ラ
ン
ド
セ
ル　
　
　

安
部　

幸
子　

落
合
垂
水

何
事
も
許
し
て
丸
く
住
む
家
族　
　
　
　

舩
津　

浩
子　

後
谷

泣
い
た
笑
っ
た 
嬰  
児 
を
囲
む
笑
顔
の
輪　

国
米
き
く
ゑ　

久
世

え
い 

じ

何
事
も
一
歩
下
っ
て
丸
く
な
り　
　
　
　

植
田
万
里
子　

月
田

母
さ
ん
に
ど
こ
か
似
て
い
る
丸
い 
背 　
　

池
田
み
つ
子　

落
合
垂
水

せ
な

角
が
と
れ
丸
く
な
っ
て
一
人
前　
　
　
　

河
島　

貞
子　

勝
山

何
も 
彼 
も
丸
く 
治 
め
る
歳
に
な
り　
　
　

庄
司
美
佐
恵　

久
世

か 

お
さ

夫
婦
仲
丸
く
お
さ
め
た
孫
娘　
　
　
　
　

江
原　

英
子　

久
世

年
を
と
り
だ
ん
だ
ん
丸
い
人
柄
に　
　
　

山
�　

浪
江　

一
色

真庭市栄養改善協議会の提供です

・もち米　　　　���ｇ（�合）

・砂糖　　　　　��ｇ

・塩　　　　　　少々

・いちごの表皮　�個分

・いちご　　　　��個

・こしあん　　　��ｇ

いちご桜
親子で「イチゴ一会」を味わって、楽しい
ひとときをお過ごしください。

今月のレシピ
提供は

清水淳子 さん
（落合支部）

�材料  （１０個分）

�作り方

①もち米は洗ってすぐ、同量の水（�合）

で炊く。

②こしあんを��個分に分け、いちごの頭

が出るようにあんで包む。

③イチゴの表皮を取っておおまかにつぶ

し、砂糖、塩を加え混ぜる。

④炊いたもち米をつぶし、③を混ぜ、��

等分にして②を包む。

〈
軸
吟
〉
一
族
を
束
ね
育
て
た
丸
い
背
な   　

奥
山  
邦
江

エネルギー　��ｋｃａｌ　
たんぱく質　���ｇ　　
脂質　　　　���ｇ
カルシウム　�㎎　   
塩分　　　　���ｇ



MANIWA ��

健康のススメ
今回のテーマ：��

お話 

落合病院医長
山代　寛 さん

が
起
き
や
す
い
の
も
こ
の
間
で
、
こ

れ
を
過
ぎ
る
と
楽
に
な
り
ま
す
。

医
師
に
よ
る
治
療  
禁
煙
外
来

　

自
分
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

な
い
場
合
の
手
段
と
し
て
禁
煙
外
来

が
あ
り
ま
す
。

　

治
療
で
は
、
パ
ッ
チ
を
処
方
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
に
は
、

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
一
番
に
考

え
て
治
療
を
行
い
ま
す
。
中
に
は
、

禁
煙
に
関
す
る
本
や
ビ
デ
オ
を
見
た

り
聞
い
た
り
し
た
だ
け
で
や
め
る
こ

と
が
で
き
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
要

す
る
に
、
ニ
コ
チ
ン
に
よ
る
洗
脳
を

解
く
ん
で
す
ね
。

　

こ
の
よ
う
に
、
禁
煙
外
来
で
は
、

一
般
的
な
ニ
コ
チ
ン
を
与
え
て
治
す

方
法
と
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り

頭
の
切
り
替
え
を
す
る
方
法
を
患
者

さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て
使
い
分
け
て

い
ま
す
。

　

昨
年
�
月
に
、
厚
生
労
働
省
は
禁

煙
に
対
す
る
保
険
診
療
を
認
め
ま
し

た
。
ま
だ
実
験
段
階
で
、
喫
煙
年
数

な
ど
に
よ
り
対
象
者
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
が
病

��
��
��
�
�
�
�
	


�
�


��
��
�
�
�

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

は
病
院
の
中
だ
け
で
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
公
共
の
建
物
、
学
校
…
病

院
を
出
る
と
、「
吸
っ
て
も
い
い
」
環

境
は
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。

　

去
年
の
�
月
に
久
世
の
エ
ス
パ
ス

セ
ン
タ
ー
が
館
内
禁
煙
を
導
入
し
、

今
年
度
中
に
県
立
学
校
の
敷
地
内
禁

煙
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
徐
々
に
で

は
あ
り
ま
す
が
地
域
内
禁
煙
に
向
け

て
の
取
り
組
み
が
地
域
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
き
て
い
る
の
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
続
け
る

こ
と
で
、
タ
バ
コ
に
頼
ら
な
い
健
康

な
社
会
、『
地
域
の
禁
煙
化
』
が
実
現

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

必
ず
や
め
ら
れ
る

　

確
か
に
禁
煙
は
つ
ら
い
で
す
が
、

い
つ
ま
で
も
つ
ら
い
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

む
し
ろ
、
や
め
る
事
で
、
新
た
な

人
生
を
踏
み
出
せ
る
の
で
す
。

 
や
め
た
人
の
中
に
、「
や
め
な
け
れ

ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
す
る
人
は
い

ま
せ
ん
。

　

挫
折
し
た
方
も
、
そ
う
で
な
い
方

も
、
禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　　

必
ず
や
め
ら
れ
ま
す
。

わ
か
っ
て
い
る
の
に
…

　

タ
バ
コ
が
体
に
良
く
な
い
、
被
害

に
あ
う
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

と
い
う
こ
と
は
皆
さ
ん
よ
く
ご
存
知

の
は
ず
で
す
。
喫
煙
者
も
よ
く
分
か

っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、
吸
え
る
所

が
あ
る
と
、「
吸
っ
て
も
い
い
」、
あ

る
い
は
「
吸
え
と
言
わ
れ
て
い
る
」

よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
…
。

　

こ
れ
は
強
い
ス
ト
レ
ス
が
影
響
し

て
い
ま
す
。

や
め
る
と
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
？

　

よ
く
、「
タ
バ
コ
を
や
め
る
と
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
る
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、

こ
れ
は
大
き
な
間
違
い
で
、
タ
バ
コ

に
よ
っ
て
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い

る
ん
で
す
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人

は
、
い
く
ら
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て

も
タ
バ
コ
を
吸
い
た
い
と
は
思
い
ま

せ
ん
よ
ね
。

　

タ
バ
コ
に
よ
っ
て
起
こ
る
ス
ト
レ

ス
と
い
う
の
は
、
脳
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

た
だ
、
こ
の
と
き
感
じ
る
ス
ト
レ

ス
の
ピ
ー
ク
も
�
日
ほ
ど
で
元
の
状

態
に
戻
っ
て
い
き
ま
す
。
禁
断
症
状

気
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
国
が
認
め

た
の
で
す
。

受
動
喫
煙
か
ら
地
域
を
守
る

　

近
年
で
は
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

人
が
、
会
社
や
飲
食
店
、
ま
た
家
庭

な
ど
で
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
っ
て
し
ま

う
受
動
喫
煙
に
よ
る
影
響
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
・
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
・
流
産

な
ど
の
慢
性
症
状
だ
け
で
な
く
、
の

ど
や
目
の
痛
み
・
肺
機
能
低
下
・
血

圧
上
昇
と
い
っ
た
急
性
症
状
、
あ
る

い
は
、
小
児
の
心
身
（
知
能
）
発
達

障
害
・
化
学
物
質
過
敏
症
・
小
児
ぜ

ん
そ
く
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
影

響
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
影
響
か
ら
地
域
の
健

康
を
守
る
た
め
、
当
病
院
で
は
全
国

に
先
駆
け
て
敷
地
内
禁
煙
を
導
入
し

ま
し
た
。「
タ
バ
コ
が
体
に
良
く
な

い
」「
被
害
に
あ
う
の
は
自
分
だ
け
じ

ゃ
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
強
く
訴
え

る
た
め
で
す
。
当
初
は
、
入
院
患
者

さ
ん
を
中
心
に
大
き
な
混
乱
が
あ
る

か
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
意
外
な
こ

と
に
混
乱
は
起
こ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
一
番
の
理
由
は
、
喫
煙
者

の
心
の
中
に
「
タ
バ
コ
が
自
分
の
た

め
に
良
く
な
い
」、「
周
り
に
迷
惑
を

か
け
た
く
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
が

あ
っ
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。



木山神社本殿

宮
司
、
氏
子
総
代
ら
が
全
力
を
あ
げ
て

大
改
修
に
取
り
組
み
、
大
正
�
年
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

本
殿
と
随
身
門
以
外
は
、
昭
和　

〜
��

　

年
に
木
山
の
ふ
も
と
へ
の
移
築
が
行

��わ
れ
、
現
在
の
木
山
神
社
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
が
、
県
指
定
を
受
け
て

い
る
木
山
神
社
本
殿
と
い
う
の
は
、
当

時
の
場
所
に
残
る
「
奥
宮
本
殿
」
を
指

し
ま
す
。
規
模
は
、 桁  
行 
が
三
間
、 梁  
間 

け
た 

ゆ
き 

は
り 

ま

が
三
間
あ
り
、構
造
は 
入  
母  
屋  
造  
平  
入 

い
り 

も 

や 

づ
く
り 

ひ
ら 

い
り

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、屋
根
は
銅
板（
も
と

は 
檜 
の
皮
）で
葺
か
れ
、正
面
に 
唐  
破  
風 

ひ
の
き 

か
ら 

は 

ふ

を
付
け
、そ
の
上
に
は 
千  
鳥  
破  
風 
の
一
間

ち 

ど
り 

は 

ふ

の 
向  
拝 
を
付
け
た
立
派
な
造
り
の
社
殿

こ
う 

ば
い

で
す
。正
面
扉
構
え
な
ど
に
一
部
改
造

は
あ
り
ま
す
が
、
組
み
物
、 

蟇  
股 
、 

木 

か
え
る 

ま
た 

き

 
鼻 
の
様
式
、 

身  
舎 
と 
唐  
破  
風  
向  
拝 
の
納

ば
な 

も 

や 

か
ら 

は 

ふ 

こ
う 

ば
い

ま
り
な
ど
に
時
代
の
特
徴
が
表
わ
れ
て

い
る
、
江
戸
中
期
を
代
表
す
る
優
れ
た

神
社
建
築
で
す
。

（
真
庭
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
）

 「木山神社本殿」

真庭市の
文化財

����
����

★

県指定重要文化財

�� MANIWA

上下２段に造られた蟇股（かえるまた）。
下段には龍（りゅう）の透かし彫りが
施されています

荘厳な姿の本殿

　

旧
落
合
町
の
ほ
ぼ
中
央
、 

木  
山 
地
区

き 

や
ま

に
そ
び
え
立
つ
木
山
の
、標
高
�
�
� 
㍍

 
の
所
に
木
山
神
社
本
殿
が
あ
り
ま
す
。

　
 
素  
戔  
嗚  
尊 
を
ま
つ
り
、
古
く
か
ら
牛

す 

さ
の
を 

の 

み
こ
と

馬
の
神
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
木
山
寺

と
と
も
に
古
く
か
ら
県
内
外
の
信
仰
を

集
め
、
今
も
多
く
の
人
々
が
「
木
山 
詣 
」

も
う
で

に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

木
山
神
社
の
歴
史
は
、弘
仁
�
年（
�

�
�
年
）
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ

る
木
山
宮
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
天
正

�
年
（
�
�
�
�
年
）
に
は
、
火
災
に

よ
り 
随  
身  
門 
を
除
い
て
全
焼
し
、
同
�

ず
い 

し
ん 

も
ん

年
（
�
�
�
�
年
）
に
再
建
さ
れ
た
と

伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
現
在
残
さ
れ
て
い

る 
棟  
札 
に
は
、
寛
文
�
年
（
�
�
�
�

む
な 

ふ
だ

年
）
に
再
興
し
た
こ
と
、
明
暦
�
年

（
�
�
�
�
年
）に 
葺 
き
替
え
が
行
わ
れ

ふ

た
こ
と
、
そ
し
て
元
禄
�
年
（
�
�
�

�
年
）
に
再
々
興
し
た
こ
と
、
が
記
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
建
物
は
明
治　

年
に
当
時
の

��

龍を形どった木鼻、組み物

maniwa



このコーナーは、皆さんや支局から寄せられた情報で作成しています

映
画 
の 
ロ
ケ
開
催

撮影中は緊迫した空気が張り詰めます

��������	
����
�

蒜
山
に
も
春
到
来

　

東
京
の
下
町
に
暮
ら
す
人
々
の
温
か
い
交

流
を
描
い
た
映
画
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
続
･
三

丁
目
の
夕
日
」
の
撮
影
が
、
�
月
�
日
に
久

世
の
旧
遷
喬
尋
常
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
、
市
内
の
小
学
生
�
人
が
エ
キ

ス
ト
ラ
と
し
て
参
加
。髪
型
か
ら
服
装
ま
で
、

当
時
の
小
学
生
に
な
り
き
っ
て
、
緊
張
す
る

こ
と
な
く
元
気
に
演
じ
き
り
ま
し
た
。
こ
の

映
画
は
、
平
成　

年
度
に
公
開
さ
れ
、
日
本

��

ア
カ
デ
ミ
ー
賞
の　

部
門
中
、　

部
門
で
最

��

��

優
秀
賞
を
獲
得
し
た
「
Ａ
Ｌ
Ｗ
Ａ
Ｙ
Ｓ
三
丁

目
の
夕
日
」
の
続
編
で
、
今
年　

月
�
日
に

��

公
開
予
定
で
す
。

　

�
月
�
日
、
川
上
地
区
で
大
規
模
な
山
焼

き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
景
観
保
全
や
山
火

事
の
防
止
を
目
的
と
し
て
こ
の
時
期
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
作
業
は
、
古
く

は
牛
馬
に
良
質
な
飼
料
を
与
え
る
た
め
に
蒜

山
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

そ
の
目
的
は
薄
れ
、
実
施
す
る
集
落
も
減
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
か
ら
、
今
で
は
蒜
山
の
春
の
風
物
詩
と
な

っ
て
い
ま
す
。
当
日
は
延
べ
約
�
�
�
㌶ 
の

原
野
に
火
が
入
れ
ら
れ
、
薄
茶
色
の
ス
ス
キ

の
原
は
数
時
間
で
真
っ
黒
に
染
ま
り
ま
し

た
。こ
れ
か
ら
は
、
初
夏
の
訪
れ
と
と
も
に
、
美

し
い
若
草
色
に
そ
の
姿
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

MANIWA ��

旧陣屋町が当時の雰囲気に包まれる

明治時代初期の嫁入りを再現した「輿入れ道中」

　

昔
な
が
ら
の
町
並
み
風
情
の
残
る
旧 
陣  
屋  
町 
（
下

じ
ん 

や 

ま
ち

中
津
井
）
で
、
�
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
「
雛

��

��

の
文
化
ま
つ
り
」が
開
か
れ
、約
�
、�
�
�
人
の
家

族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
地
元
「
中
津
井

や
ま
び
こ
会
」
が
、
地
域
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
始
め

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今
年
で
�
回
目
。
民
家
の
軒
先

に
、江
戸
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の 
内  
裏  
雛 
や
掛
け
軸
、

だ
い 

り 

び
な

地
元
文
化
協
会
の
俳
句
や
絵
手
紙
な
ど
が
展
示
さ
れ

る
な
か
、「 
輿  
入 
れ
道
中
」が
通
り
を
練
り
歩
き
、当
時

こ
し 

い

の
町
並
み
の
雰
囲
気
を
見
事
に
再
現
し
て
い
ま
し
た
。
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まちの話題

�／��  青大豆の魅力アピール
湯原地区特産、青大豆の

消費拡大を図ろうと、新

メニューの試食会が開か

れました。生産者ら約�� 

人が参加し、出品された

 ��品を評価。好評だった

献立はひまわり館で紹介

される予定です。

�／��  日本の文化にふれる
ノルウェーの大学生��人

が、異文化学習のため八

束地区を訪れました。当

日は、地元社中グループ

の協力により、茶道・華

道を体験。学生たちは真

剣な表情で取り組んでい

ました。

�／��  �����本の桜よ元気に育て
勝山美しい森桜のつどい

が開催されました。当日

はあいにくの雨模様でし

たが、自分たちが植えた

桜の成長ぶりを見ようと

する人ら、約���人が参

加。肥料を与えるなどの

作業を行いました。

百歳おめでとうございます

牧野秀子さん

　

�
月　

日
に
宮
永
作
治
さ
ん
（
蒜

��

山 
本  
茅  
部 
）
が
、
�
月
�
日
に
戸
田

ほ
ん 

か
や 

べ

よ
し
子
さ
ん
（
蒜
山
中
福
田
）
が
、

�
月　

日
に
牧
野
秀
子
さ
ん（
久
世
）

��

が
、
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま

し
た
。
お
住
ま
い
の
場
所
で
お
祝
い

の
会
が
開
か
れ
、
県
、
真
庭
市
、
老

人
ク
ラ
ブ
か
ら
記
念
品
な
ど
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
長
寿
の
秘
訣
は
、
く

よ
く
よ
し
な
い
、
何
で
も
食
べ
る
こ

と
（
宮
永
さ
ん
）、
よ
く
食
べ
る
こ
と

（
戸
田
さ
ん
）、
人
の
身
に
な
っ
て
、

物
事
を
善
意
に
受
け
止
め
、
苦
に
し

な
い
こ
と
（
牧
野
さ
ん
）
と
の
こ
と

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
。

宿泊客の姿も多く見かけました

�／��  桜並木に掛け声響く
茅部神社（蒜山西茅部）

で、ひるぜん天の岩戸さ

くらまつりが開催。約�

㌧ の岩を引くの岩戸引き

に保育園児が参加。ヨイ

ショというかわいい掛け

声に見物人らは拍手を送

っていました。

�／��  満開の美甘宿場桜を満喫
真庭商工会美甘支所主催

のさくらまつりが開かれ

ました。満開のソメイヨ

シノに見守られてイベン

トはスタート。催し物な

ども披露され、訪れた観

光客らは春のひとときを

満喫していました。

湯
原
温
泉
の
あ
さ
の「
顔
」

　

湯
原
温
泉
あ
さ
市
が
、
�
月
�
日

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
毎
年
恒
例

と
な
っ
て
い
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
今

回
で　

年
目
。
こ
の
日
は
今
年
最
初

��

の
あ
さ
市
と
い
う
こ
と
で
、
福
引
き

や
地
元
の
本
庄
天
狗
太
鼓
の
演
奏
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
盛
大
な
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
取
れ

た
て
野
菜
や
、
手
作
り
の
農
産
加
工

品
な
ど
を
手
に
入
れ
る
絶
好
の
機
会

と
あ
っ
て
、
午
前
�
時
の
オ
ー
プ
ン

前
か
ら
多
く
の
宿
泊
客
ら
が
詰
め
掛

け
、
肌
寒
さ
を
感
じ
る
早
朝
の
湯
原

温
泉
街
は
人
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

宮永作治さん
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MANIWA ��

編集後記
ままににわわが スキッ !!
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　あいさつ回りで市内を一周、一日かかりました。
取材先や職場では色々な方言が…真庭の広さを肌で
感じています。そんな真庭が少しでも身近に感じら
れる広報紙作りを一から勉強中です。 宮地辰次＝�辰 
　
　�月から担当になりました。広報経験者とはいえ、市
という大きな枠組での、情報に対する考え方や扱い方
の厳しさ、そして広大な真庭市内の情報を公平にお伝
えすることの難しさを痛感しています。 小谷佳嗣＝◯佳 
　
　消防団の新生に負けじと「広報まにわ」のロゴも
新しくしました。また作成メンバーも変わりました。
気持ちをリフレッシュして皆さんに親しんでいただ
けるような広報紙作りに頑張ります。 福井 学＝�福 

�������������������  �／� �
会場　ほたる公園を中心とした備中川周辺
問い合わせ先　北房観光協会　℡ ������������

　　 くからホタルの名所といわれていた北房地
　　 区では、昭和��年代後半から昭和��年代にか
けて農薬、河川改修、乱獲などの影響を受け、そ
の生息数が激減しました。その後の官民挙げての
保護活動はホタル復活に大きく貢献し、平成元年
には環境庁（現・環境省）の「全国ふるさと生き
ものの里百選」に選定されるほど、生息数が回復
しました。
　ホタルが多く発生する備中川は、山間部と平地
部の水温差が大きく、下流では�月中旬から、上
流では�月のはじめまでホタルを観賞することが
できます。特に気温・湿度が高くなる�月の夜に
は、同時明滅する無数のホタルの光の帯が、備中
川に続き、さながら光のショーのようです。
　�月の第�土曜日は、北房ほたる公園周辺を会
場にして「ホタルまつりｉｎ北房」が開催されま
す。皆さんも足を運んでみてはいかがでしょうか。

古

�午後�：��～�：��ごろ
�午前�：��前後
�午前�：��前後
�気温と湿度の高い日（雨の降る前夜など）

�雨や風の強い気温の低い日
�満月の前後

※過去のデータを参考にしたもので、年によっては
　変動があります。

ホタルのよく飛ぶ時間と気象条件

ホタルの飛ばない日×


